
日南町告示第４号
　令和２年第２回日南町議会定例会を次のとおり招集する。
　　　令和２年２月26日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町長　中　村　英　明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　招集年月日　　令和２年３月３日
　招集場所　日南町役場庁舎　議場
　　　　───────────────────────────────
○開会日に応招した議員
　　　　　　　大　西　　　保君　　　　　　　　　　　古　都　勝　人君
　　　　　　　岡　本　健　三君　　　　　　　　　　　荒　木　　　博君
　　　　　　　櫃　田　洋　一君　　　　　　　　　　　岩　﨑　昭　男君
　　　　　　　近　藤　仁　志君　　　　　　　　　　　久　代　安　敏君
　　　　　　　坪　倉　勝　幸君　　　　　　　　　　　山　本　芳　昭君
　　　　───────────────────────────────
○応招しなかった議員
　　　　　　　な　し
　　　　───────────────────────────────
────────────────────────────────────────
　　　令和２年　第２回（定例）日　南　町　議　会　会　議　録（第１日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年３月３日（火曜日）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　議事日程（第１号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年３月３日　午前９時20分開会
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　町長施政方針説明
日程第４　議案第５号　権利の放棄について（水道料金債権）
日程第５　議案第６号　権利の放棄について（町営住宅使用料債権）
日程第６　議案第７号　工事請負契約の変更について（日南町デジタル防災行政無線（同
報系・移動系）整備工事）
日程第７　議案第８号　工事請負契約の変更について（令和元年度　日南町
ＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光化工事（第１期））
日程第８　議案第９号　日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について
日程第９　議案第10号　公の施設に係る指定管理者の指定について（ふるさと日南邑及び
日南町緑地等利用施設緑の館）
日程第10　議案第11号　公の施設に係る指定管理者の指定について（日南町介護福祉セン
ターあかねの郷及び日南町認知症高齢者グループホームあさひの郷）
日程第11　議案第12号　第６次日南町総合計画（基本構想）の策定について
日程第12　議案第13号　日南町国民健康保険出産費資金貸付に関する条例の廃止について
日程第13　議案第14号　日南町交通安全指導員条例の廃止について
日程第14　議案第15号　日南町職員の服務の宣誓に関する条例等の一部改正について
日程第15　議案第16号　日南町監査委員条例等の一部改正について
日程第16　議案第17号　日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
一部改正について
日程第17　議案第18号　日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正について
日程第18　議案第19号　日南町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正について
日程第19　議案第20号　日南町消防団条例の一部改正について
日程第20　議案第21号　日南町被災者住宅再建等支援事業助成条例の一部改正について
日程第21　議案第22号　日南町営住宅の設置及び管理に関する条例等の一部改正について
日程第22　議案第23号　日南町簡易水道等施設の設置及び給水に関する条例の一部改正に
ついて
日程第23　議案第24号　令和元年度日南町一般会計補正予算（第７号）
日程第24　議案第25号　令和元年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
日程第25　議案第26号　令和元年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）
日程第26　議案第27号　令和元年度日南町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）



日程第27　議案第28号　令和元年度日南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
日程第28　議案第29号　令和元年度日南町簡易水道事業会計補正予算（第３号）
日程第29　議案第30号　令和元年度日南町下水道事業会計補正予算（第３号）
日程第30　議案第31号　令和元年度日南町病院事業会計補正予算（第３号）
日程第31　議案第32号　令和２年度日南町一般会計予算
日程第32　議案第33号　令和２年度日南町国民健康保険特別会計予算
日程第33　議案第34号　令和２年度日南町介護保険特別会計予算
日程第34　議案第35号　令和２年度日南町介護サービス事業特別会計予算
日程第35　議案第36号　令和２年度日南町後期高齢者医療特別会計予算
日程第36　議案第37号　令和２年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計予算
日程第37　議案第38号　令和２年度日南町簡易水道事業会計予算
日程第38　議案第39号　令和２年度日南町下水道事業会計予算
日程第39　議案第40号　令和２年度日南町病院事業会計予算
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　本日の会議に付した事件
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　町長施政方針説明
日程第４　議案第５号　権利の放棄について（水道料金債権）
日程第５　議案第６号　権利の放棄について（町営住宅使用料債権）
日程第６　議案第７号　工事請負契約の変更について（日南町デジタル防災行政無線（同
報系・移動系）整備工事）
日程第７　議案第８号　工事請負契約の変更について（令和元年度　日南町
ＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光化工事（第１期））
日程第８　議案第９号　日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について
日程第９　議案第10号　公の施設に係る指定管理者の指定について（ふるさと日南邑及び
日南町緑地等利用施設緑の館）
日程第10　議案第11号　公の施設に係る指定管理者の指定について（日南町介護福祉セン
ターあかねの郷及び日南町認知症高齢者グループホームあさひの郷）
日程第11　議案第12号　第６次日南町総合計画（基本構想）の策定について
日程第12　議案第13号　日南町国民健康保険出産費資金貸付に関する条例の廃止について
日程第13　議案第14号　日南町交通安全指導員条例の廃止について
日程第14　議案第15号　日南町職員の服務の宣誓に関する条例等の一部改正について
日程第15　議案第16号　日南町監査委員条例等の一部改正について
日程第16　議案第17号　日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
一部改正について
日程第17　議案第18号　日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正について
日程第18　議案第19号　日南町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正について
日程第19　議案第20号　日南町消防団条例の一部改正について
日程第20　議案第21号　日南町被災者住宅再建等支援事業助成条例の一部改正について
日程第21　議案第22号　日南町営住宅の設置及び管理に関する条例等の一部改正について
日程第22　議案第23号　日南町簡易水道等施設の設置及び給水に関する条例の一部改正に
ついて
日程第23　議案第24号　令和元年度日南町一般会計補正予算（第７号）
日程第24　議案第25号　令和元年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
日程第25　議案第26号　令和元年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）
日程第26　議案第27号　令和元年度日南町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）
日程第27　議案第28号　令和元年度日南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
日程第28　議案第29号　令和元年度日南町簡易水道事業会計補正予算（第３号）
日程第29　議案第30号　令和元年度日南町下水道事業会計補正予算（第３号）
日程第30　議案第31号　令和元年度日南町病院事業会計補正予算（第３号）
日程第31　議案第32号　令和２年度日南町一般会計予算
日程第32　議案第33号　令和２年度日南町国民健康保険特別会計予算
日程第33　議案第34号　令和２年度日南町介護保険特別会計予算
日程第34　議案第35号　令和２年度日南町介護サービス事業特別会計予算
日程第35　議案第36号　令和２年度日南町後期高齢者医療特別会計予算



日程第36　議案第37号　令和２年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計予算
日程第37　議案第38号　令和２年度日南町簡易水道事業会計予算
日程第38　議案第39号　令和２年度日南町下水道事業会計予算
日程第39　議案第40号　令和２年度日南町病院事業会計予算
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　出席議員（10名）
　　　　　　１番　大　西　　　保君　　　　　　２番　古　都　勝　人君
　　　　　　３番　岡　本　健　三君　　　　　　４番　荒　木　　　博君
　　　　　　５番　櫃　田　洋　一君　　　　　　６番　岩　﨑　昭　男君
　　　　　　７番　近　藤　仁　志君　　　　　　８番　久　代　安　敏君
　　　　　　９番　坪　倉　勝　幸君　　　　　　10番　山　本　芳　昭君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　欠席議員（なし）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　欠　　員（なし）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　事務局出席職員職氏名
局長　───────　花　倉　幸　江君　　書記　───────　花　倉　順　也君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　説明のため出席した者の職氏名
町長　───────　中　村　英　明君　　副町長　──────　丸　山　　　悟君
教育長　──────　伊　田　典　穂君　　総務課長　─────　木　下　順　久君
企画課長　─────　實　延　太　郎君　　教育次長　─────　村　上　伴　樹君
住民課長　─────　淺　田　雅　史君　　病院事業管理者　──　中　曽　森　政君
農林課長　─────　坂　本　文　彦君　　病院事務部長　───　福　家　寿　樹君
建設課長　─────　財　原　　　積君　　福祉保健課長　───　渡　邊　輝　紀君
保育園長　─────　段　塚　直　哉君　　会計管理者　────　長　崎　み　よ君
農業委員会事務局長　　松　本　道　博君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時２０分開会
○議長（山本　芳昭君）おはようございます。
　令和２年第２回日南町議会定例会を招集いたしましたところ、全議員出席をいただき、
厚くお礼を申し上げます。
　ことしは除雪車の出動が一、二回程度しかなく、昨年以上の暖冬となっておりますが、
夏場に向けて水不足や異常気象も懸念されています。昨年１２月、中国武漢市で発見され
た新型コロナウイルスは我が国でも感染が広がり、安倍首相は先月２７日、全国の小・
中、高校と特別支援学校に、昨日から春休みまで臨時休校を要請されました。ただ、感染
者数や地域などは盛んに放送されていますが、このウイルスの危険性について余り報道さ
れていないのは気がかりであります。本町でもイベントの中止や小・中学校の休校など、
さまざまな感染防止対策がとられています。一日も早く新型コロナウイルスが終息するこ
とを願うばかりです。
　そういたしますと、本日の出席は１０名であります。定足数に達していますので、令和
２年第２回日南町議会定例会を開会いたします。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。
　タブレットの令和２年第２回定例会フォルダーの報告書ファイルをお開きください。地
方自治法第１２１条の規定により、本定例会に出席を求めた者は、１ページのとおりであ
ります。
　本町の監査委員から、令和２年１月１７日及び令和２年２月１７日付で、地方自治法第
２３５条の２の規定による例月出納検査の結果について報告がありました。２ページから
２３ページのとおり報告いたします。
　本日までに議長において決定した議員派遣の件については、２４ページの報告書のとお
りであります。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１　会議録署名議員の指名
○議長（山本　芳昭君）日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。
　会議録署名議員は、日南町議会会議規則第１２５条の規定により、議長において、６
番、岩﨑昭男議員、７番、近藤仁志議員の２名を指名いたします。



　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２　会期の決定
○議長（山本　芳昭君）タブレットの会期日程ファイルをお開きください。日程第２、会
期の決定を議題といたします。
　今期定例会の会期は、さきに議会運営委員会に諮問し、答申を得ていますが、その会期
は、本日３月３日から３月２５日までの２３日間であります。
　お諮りいたします。今期定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日３月３
日から３月２５日までの２３日間とすることに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、会期は、本日から３月２５日ま
での２３日間と決定いたしました。
　つきましては、今期定例会の運営について格別の御協力をお願いいたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第３　町長施政方針説明
○議長（山本　芳昭君）タブレットの町長施政方針ファイルをお開きください。日程第
３、令和２年度町長施政方針について、中村町長より説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）令和２年３月定例議会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し
上げます。
　暖かく降雪のない日が続いておりまして、はや日南町でも紅梅が咲き始め、スイセンの
芽も姿をあらわし始め、ふだんより早い春の訪れを感じているとこであります。長期予報
ではありますが、ことしの夏は平年並みか少し暑くなるという報道もあっておりまして、
ますます暑くなる夏なのかなというふうに思うところであります。
　昨今の状況につきまして、若干、報告を二、三点させていただきたいというふうに思っ
ております。
　先ほど議長のお話にもありましたけれども、現在広がりをしております新型コロナウイ
ルスの件でございますが、国や鳥取県の要請も受けまして、さまざまな面で自粛、中止、
延期、休校などをお願いしているところでございます。２月２８日に、世界保健機構、
ＷＨＯのテドロス事務局長のほうですが、世界全体での新型コロナウイルスのリスク評価
につきまして、これまでの、高いという表現から、非常に高いというふうに引き上げられ
たと発表ありました。中国以外ではありますが、感染者が出ている国に対しまして、各国
で最高レベルの緊急対応態勢の即時発動、非定型肺炎の症状を示す全ての患者の検査、複
数のセクターにまたがる感染拡大防止策の策定などを勧告しました。２月２９日には、先
ほどありましたけれども、安倍首相が記者会見を行いまして、国民に対しまして、今から
２週間程度、国内感染拡大を阻止するためあらゆる手段を尽くすべきだと判断したという
発言がありました。
　町民の生活や地域経済に及ぼす影響を最小となるようにする。それには、社会全体で取
り組むことにより効果が期待できるものと判断しました。本町におきましても児童生徒の
海外派遣を中止しました。また、小学校、中学校の臨時休校、不特定多数参集と長時間に
わたるイベントや行事の中止あるいは延期など、多くの方々に御迷惑や御負担をおかけし
てるとこでございます。企業の皆様も含めて、全町民の皆様に御理解と御協力をしていた
だきますようお願い申し上げます。まずは協力と努力をして、感染を封じ込めることが大
切と考えております。重ねてになりますけれども、御理解と御協力を賜りたいというふう
に思っております。
　なお、国内の感染状況によりまして変わってくるということもありますので、あらかじ
め御承知おきいただくとともに、発熱、せき、倦怠感など長く症状が続くようでありまし
たら、直接病院受診されずに、まずは米子保健所の相談窓口に電話での相談をお願いをし
たいというふうに思っております。そして、感染状況につきましては、国あるいは鳥取
県、日南町のホームページあるいは防災無線、テレビの３チャンネルなど御確認をいただ
きたいというふうに思っております。この事態でありますので、職員のほうもマスクを着
用しますので、御理解をいただきますようにお願いを申し上げたいというふうに思ってお
ります。
　また、先般の後期高齢者の医療制度の保険料につきましては、山林所得の控除に誤りが
ありまして、町民の皆様に改めておわび申し上げますとともに、速やかで丁寧な説明を行
いまして、返還金事務のほうに努めていきたいというふうに思っております。また、今後
このようなことがないようにチェック体制を整えるとともに、行政の信頼回復に努めたい
というふうに思っております。
　また、２月の２７日ですが、日南大建株式会社の防腐・防蟻処理施設の新築工事の工場



の建設に伴う起工式がとり行われました。林業団地の一角であります。最終的には７月末
の工事完成予定と聞いておりますし、これに伴う新規雇用者は３人と伺っております。日
南町で取り組みが進む木材総合カスケード利用構想の一歩が目に見える形でスタートしま
したので報告をさせていただきました。
　最後に、本定例会の議案につきましては、権利放棄２件、工事請負契約の変更が２件、
過疎地域自立促進計画の一部変更が１件、指定管理者指定が２件、総合計画が１件、条例
の廃止２件、条例の一部改正９件、補正予算８件、当初予算の９件、全議案３６件を上程
させていただきました。慎重審議いただきまして、御承認賜りますようにお願いを申し上
げ、開会に当たっての御挨拶とさせていただきます。
　引き続きまして、町長の施政方針というところに入らせていただきます。
　初めに、私が町の行政トップという立場になり、１年余りが経過しました。駆け足の１
年であったというふうに思っております。令和という時代になり、世界、日本、日南町の
動き、流れ、変化を感じながら、これからの厳しい時代を見据え、切り開き、次世代につ
なぐという覚悟を持って町政運営に取り組んでまいります。
　昨年は、日南町が誕生して６０年、時代は平成から令和と変わりました。そして、６０
周年を記念して作成しました「町報で振り返る日南町制６０周年の歩み」から、先人の皆
さんの勇気と努力、団結のもとで、私たちの町、日南町が今も脈々と力強く存在している
ことを改めて感じることができました。
　近年の町の歩みとして、まちづくりの基盤となるまちづくり協議会、むらづくり協議
会、あるいは小学校の統合による保小中一貫教育、子育て支援センター、新たな介護施設
のあかねの郷、あさひの郷などの医療介護環境、道の駅を初めとしました商業ゾーン、ト
マト生産売り上げ２億円の達成、木材団地整備と関連企業の設立、Ｊ－クレジット制度、
再生エネルギー関連事業、農業研修生制度、林業アカデミーの開校などさまざまな基盤が
整ってまいりました。
　私はこれからの町政運営に当たって、これらの施策をさらに継続、充実させながら、町
民の皆さんが健康で豊かさを感じながら誇れるまちづくりに取り組み、次世代につなぐた
めの創造的過疎への挑戦を続けてまいります。
　さて、世界に目を向けますと、第５０回目となるダボス会議におきまして、重要テーマ
の気候の危機と言われるまでに深刻化した地球温暖化について、解決への取り組みを加速
させる成果は得られませんでした。スウェーデンの環境活動家グレタ・トゥンベリさん
は、危機をあるがままに認識しなければならない、私たちの家は燃えていると、各国に積
極的な対策を求めました。また自国第一主義が台頭し、中国での新型肺炎が発生するな
ど、世界経済や観光などに大きな影響を与えようとしております。また悲惨な紛争も続い
ており、おさまりが見られない状況にあります。
　国内におきましては、人口の少子化、高齢化、東京一極集中が続き、世界でも例を見な
い状況があり、労働力不足は地方だけではなく都市でも始まっております。さらには近
年、気候変動による甚大な災害が続いており、本町の近年の大雨や降雪量の減少もそのあ
らわれではないでしょうか。そして、働き方改革や全世代型社会保障、一億総活躍社会、
同一労働同一賃金の時代が始まり、さらには人生１００年時代と言われるようになりまし
た。地方、特に中山間地域においては人口減少が著しく、将来においては各地域で限界自
治体あるいは無医地区、また東京２３区内でも４人に１人が高齢者と予測されるなど、目
まぐるしく社会が変わる未来が予測されております。
　一方で、そうならないために地方創生という名のもとに、全国の自治体や国民が創意工
夫を凝らしてあらゆる施策に挑戦し続けています。そうした取り組みが続く中で、明治大
学の小田切徳美教授は、にぎやかな過疎、あるいは、むら・むら格差という言葉を発信さ
れておられます。努力の結果には差があるものの、地域を挙げて取り組んできました。
　こうした中で、昨年の９月２６日に厚生労働省が公立公的病院の再編統合についての実
名を公表したことは、廃止しろと言わんばかりの厳しい行為であり、そこに地域医療の視
点はなく、全国一律の線引きでありました。自治体病院は民間ではできない役割を担い、
地域医療、介護の責任を果たしています。そして、今後都市部でも高齢者がふえていく中
で、これからの取り組みが必要とされます地域包括ケアについて、国はどう展開されよう
としているのか、今回の厚生労働省の発表は矛盾だらけで何かおかしいと言わざるを得ま
せん。
　このように、総じて日本はさまざまな転換期にあるというふうに思っております。この
時代において将来のまちづくりをどう進めていくのかが、全国の自治体に問われている大
きな課題であります。地域の特徴、特性を生かし、関係人口や交流人口の増加に挑戦する
さらなる５年間の第２期地方創生となります。
　日南町は、こうした日本の社会背景と町の現状、将来を考えると、待ったなしの時期を



迎えていると言えます。そして、もう一度つくり直すという気概と、時代の変化に合わせ
ていく視点と考え方が必要であります。私はそのためには、補助人、全員参加、自立とい
うキーワードと魅力を切り札に変えていくまちづくりを行っていきたいと考えておりま
す。１０年先を予測したとき生産年齢人口は半減します。この流れを変えなければなりま
せん。私はこの難局を乗り越えるため、一緒になって議論し、その先頭役を担っていきま
す。こうしたことを推進するために、第６次日南町総合計画、第２期まち・ひと・しごと
創生日南町総合戦略、そして行財政改革実施計画、特に働き方改革でありますが、これを
策定しまして日南町らしい目指すべき姿を構築します。そして、あるものを生かす、諦め
ないという姿勢と、全て自分事として考えることが大切であり、全員参加を基軸として、
町民の皆さんとともに推進していく必要があります。そのためにも、持続可能な未来都
市、ＳＤＧｓの目標達成を各計画の目指すべき内容に連動する位置づけをしました。
　そして、令和２年度当初予算には計上しておりませんが、教育部門における保小中一貫
教育推進のための体制づくりや、本年６月に施行されます特定地域づくり事業推進法に基
づく事業展開、空き家を含む今後の住宅施策などについて、令和２年度中に検討を進め、
意見交換を重ねながら準備をしていきたいと考えております。
　２番目としまして、令和２年度予算編成ですが、令和２年度の国の予算は、消費税増収
分を活用した社会保障の充実、経済対策の着実な実行、歳出改革の取り組みの継続につい
て、経済再生と財政健全化を両立するものとされており、全世代型社会保障制度構築に向
けた内容となっております。経済対策はオリンピック・パラリンピック後も見据えて、個
人消費や投資を切れ目なく下支えするものとなっております。激動の平成が終わり、令和
という新しい時代がスタートし、２０４２年には今の団塊世代の子の世代が高齢者とな
り、全人口の３７％を占めることとなります。
　令和２年度の本町の予算編成に向け、全職員に次のことを示達しました。日本の３０年
先を行く町という認識のもと、冷静な現状分析と挑戦による施策の選択と集中で、持続発
展可能な町政運営を目指すべく、将来を見据えた事業構築を行う。そして、地方創生の一
層の推進、ＳＤＧｓの目標達成のための推進、事業の効率化、スリム化、ＡＩやＩＣＴの
活用、予算編成経過の共有及び継承、財源確保の取り組み、災害に対応した防災、福祉体
制の強化、料金体系の試算、よりよい行政サービスの提供を柱に職員と一緒になって予算
編成を行いました。その結果、令和２年度の一般会計当初予算額は対前年度１１億
８，６２３万円、１５％減でありますが、６７億１９９万円となりました。
　歳入の主な内容を申し上げますと、地方譲与税のうちの森林環境譲与税のほうですが、
５，７０２万円で３，０２２万円の増加となっております。そして地方消費税交付金です
が、１，８５０万円の増加ということ。地方交付税は昨年度と同額の２８億５，０００万
円を見込んでおるところございます。町債のほうですが、デジタル防災行政無線の整備事
業や木材団地造成事業など大型事業の皆減によりまして７億１，８０１万円減でありまし
て、１０億２，３７７万円を見込んでおるところでございます。
　歳出のほうですが、昨年に引き続きまして第２期のＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光化事業を実施
し、完成を目指します。また主要な新規事業でございますが、公共施設個別施設計画策定
支援業務の委託、２市４町の運用であります共通化収納業務のシステムの改修業務委託、
空き家等のリノベーション創業支援、林業アカデミーの実習棟の建設事業、サクラクレパ
スのオリジナル商品開発委託、就業管理システムの導入、１０年間のリースを予定してお
ります。また、ドローンの操作の教習受講、ゆきんこ村のグラウンドの芝生化事業、日野
郡のふるさと教育推進事業、日南町学校給食費補助金、日南中学校トイレの改修事業など
を実施します。公債費は、道の駅の整備事業関連が元金の償還が始まることによりまし
て、前年に対しまして９，３１７万円の増となっております。これらのことによりまして
不足する財源が発生し、財政調整基金より１億４，２６５万円を繰り入れることとしてお
ります。
　また、特別会計の関係ですが、国民健康保険特別会計など特別会計の予算総額は１７億
６，４９３万円で、対前年度３，９５８万円、２．２％の減となりました。また、簡易水
道、下水道事業、病院事業の企業会計予算でございますが、合わせまして２０億
２，２１８万円で、対前年度２億４，３８９万円の増、１３．７％の増となっておりま
す。
　これによりまして、会計の全ての総額でございますが、１０４億８，９１１万円で、対
前年度９億８，１９２万円、８．６％の減となっております。
　３番目に、町政運営の基本方針でございますが、全国の市町村が策定、実践してきまし
た第１期まち・ひと・しごと創生総合戦略が終わろうとしております。本町におきまして
もしっかりと結果を精査し、分析した上で、次の第２期のまち・ひと・しごと創生総合戦
略につなげてまいります。町民が豊かさを感じ、誇れるまちづくりに向けて、引き続き「



産業振興＝しごと」でございます。そして「町民が安心して暮らせる健康なまちづくり＝
まち」、「心豊かに生きる協働のまちづくり＝ひと」を町政の柱として進めていきます。
そして、単体ではなく、それぞれのしごと、まち、ひとの総合力が問われている時代と考
えておりますので、視点を変えた考え方を加えて取り組んでいきたいというふうに思って
おります。
　最初に「産業振興＝しごと」についてでございますが、本町の産業基盤は第１次産業の
農林業であります。先輩たちが体を張り、汗を流してこの農地や森林を守ってきました。
そして、私たちはその恵みを得て生活基盤を構築してきました。しかしながら現在は、価
格低下や人口流出、高齢化などの社会背景の中で、担い手不足など大きな課題は続いてお
ります。国におきましては、食料・農業・農村の基本法が見直されようとしています。地
方が担っている食料や農業など第１次産業の発展なくして日本の未来はありません。農林
業がさらに魅力ある業種となる仕組みづくりに声を上げてまいりたいというふうに思って
おります。
　最初に、農業振興についてですが、さまざまな現行制度の支援をしてきておりますが、
継続という形でいきたいと思っております。一方で、将来の農家戸数は減少してきますの
で、農地の維持や所得向上に向けての日南町の１０年後の農業のあり方について、農業委
員会を中心に御検討していただいているとこでございます。町民の皆さんの意見をいただ
きながら、若者がスマート・魅力的・稼げると思える農業になるように、新たな仕組みづ
くりを模索していきます。あわせて現在の農業研修生制度におきましても、他の地域にま
さる魅力ある制度となることが必要でありまして、見直しに向けて早期に検討を進めま
す。例えば、インターンシップ制度や資格の取得の制度、先進地への研修、ＡＩ・ＩＣＴ
を組み入れた研修などについて前向きに検討してまいりたいと思っております。そして生
産性の向上や労働力の軽減など、法人の皆さんの利用にもつながるよう推進していきたい
と思っています。
　次に、林業振興でございますが、現在進行中であります林業成長産業化モデル事業の着
実な推進を図っていきます。新たに設立された日南大建株式会社の建築工事も始まりまし
た。令和２年度中には操業開始され、雇用も３人と聞いております。また、バーク等を活
用したバイオマス発電も検討されており、地域内経済循環に期待するとこでございます。
林業アカデミーにつきましては、第１期生７人中４人から５人が町内での就職予定で、４
月から第２期の生徒の募集状況は、定員１０名に対しまして現在７名の予定であります。
ことしに入りまして、岡山県とのパートナーシップ協定を締結しましたので、今後この地
域からの生徒採用が期待されてるところでございます。森林環境譲与税も２年目となり、
前倒しの増額となりました。この財源を活用した森林管理システム事業の進捗を図るとと
もに、行政管理部門の事業化に向けて構築を図りたいと思っております。
　また、モンゴルとの交流事業につきましては、引き続き協議中でありますが、推進に当
たっては、通訳が可能な人材を確保し、今後の具体的な取り組みづくりを進める１年とし
たいと思っております。
　女性の活躍の場として、町内では医療・介護等を中心に従事していただいているとこで
すが、女性の労働力の確保は重要であり、女性の生き方の多様性の観点も視野に入れてい
く必要もあります。女性にとっての働きやすい職場づくりをつくっていくことが求められ
ており、長く活躍していただける職場環境づくりへの支援に取り組んでいきたいと考えて
おります。
　新規事業の一つとして、空き家等リノベーション創業支援事業補助金、仮称ですが、こ
の制度を設けました。誘客を目的とした空き家のハード整備に対しまして町が金銭的支援
を行うことで、空き家等の利活用の促進、観光収入等の増加、関係人口の増加、ＩＵター
ンの促進に資することを目指し、国庫補助制度の活用の上、町の負担５００万円を計上を
させていただいているとこでございます。
　次に、「町民が安心して暮らせる健康なまちづくり＝まち」でございますが、第２の柱
は町民が安心して暮らせる健康なまちづくりです。町民の皆さんのライフステージにおき
まして、明るく健康な生活が送れる環境が重要でございます。我が国も人生１００年と言
われる時代に入りました。男性の平均寿命も約８１歳、女性においては約８７歳となりま
した。昨年、がん検診の受診率を向上させるため、受診率８０％を目標に掲げました。令
和元年度の状況でございますが、胃がん検診のほうですが、日南病院も委託医療機関に加
わったこともありまして、対前年度比７．６％の伸びとなりました。しかし、その他の肺
がん、大腸、乳がん、子宮がんは１％から７％の減少となりました。原因はさまざまです
が、秋に住民健診ができなかったこともその一つです。そうした中ではございますが、初
回の受診者ですが、平均１２．５％、１つのがん検診に約４５人の方に受けていただきま
した。来年度は保健師を１人新規採用し、これからも引き続き受診率向上について推進し



ていきたいというふうに思っております。
　医療分野についてですが、さきに触れた昨年度の唐突な国の公立公的病院の再編統合問
題は、その後、国との協議の場が設けられておりますが、再検証スケジュールにつきまし
ては多少延長となる見込みがあります。改めて申し上げますが、再編統合は町長として全
く考えてないことを町民の皆様にお伝えします。そして、自治体病院がそれぞれの地域の
財源で賄っており、病院のありようは地域の人が決めていくものだというふうに思ってお
ります。一方で、これからの人口減少を初めとして、医療需要が減少することに対しては
検討する課題は残ります。地域住民に持続可能かつ的確な医療を提供するとともに、質の
高い安定的な医療環境を確保するために、日野郡の３つの公的医療機関がある３町及び鳥
大と協議しながら、日野郡の医療連携協定を結ぶ予定としております。具体的内容につき
ましては協議中でございますが、日野郡全体の医療環境確保につながる内容を考えており
ます。あわせて県西部の地域医療構想についても鳥取県を含めてしっかりと議論をしてい
きたいというふうに思っております。経営コンサルタントの意見も踏まえ、今後の療養病
棟のあり方も令和２年度中に結論を導き、必要な改善計画を立てていきたいというふうに
思っております。４月には、日南病院に４人の看護師の新規採用がある見込みでありまし
て、しっかりとした人材育成に努めていきます。
　介護分野につきましてですが、運営する社会福祉法人は現在厳しい運営が続いておると
こです。昨年経営コンサルタントを受け、課題が明確になってきました。そして具体的な
経営改善の検討と実践が必要となります。町としてもさまざまな方面から支援をしていき
たいと思っております。現在、法人におきましては、別の分野のコンサルを受けて改善を
進めております。運営開始から１５年経過しますので、さまざまな課題を早期に解決し
て、健全な運営、経営ができるよう再生を促し、期待をしたいと思っておるとこです。
　次に、障がい者及び高齢者福祉分野につきましては、一昨年、障がい者のグループホー
ムが開所され、本年２月現在ですが、６人が利用をされておられます。また、昨年には隣
接に有料老人ホームも開所され、現在６人の方が利用されておられます。豪雨災害など多
発する近年の状況もあり、冬期間のみならず、元気なうちに安全な場所に集まり住むとい
う住みかえも、状況によってはあり得るのではないかと考えておりますので、引き続き議
論してまいりたいと思っております。
　通信情報網の整備につきましては、昨年、元年度に着工しましたＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光
化事業が２年目の完了年度であり、しっかりと補助金を確保した上で推進してまいりま
す。各御家庭には丁寧なお知らせを行いながら工事推進を図り、早期の利用開始を目指し
ます。あわせて、この強化された情報網を活用したさらなる住民サービスの向上につなげ
ていきたいというふうに思っております。
　公共交通の分野でございますが、現在、中央大学と連携してアンケートや実態調査を進
めているところでございます。今までさまざまな取り組みを進めてきましたが、さらなる
再編を考える時期となっております。住民の皆さんの声に寄り添いながら、さらなる利便
性向上に努めてまいります。
　道路等交通インフラの分野でございますが、昨年末に国土交通省より高規格道路の江府
三次線の鍵掛峠道路が２０２５年度、令和の７年度ですが、完成見込みということで発表
がありました。また、鳥取県の事業の国道改良として、河上バイパスの宮内側が完成しま
した。通称蛇巻と言われるとこです。現在は河上側のⅡ期工事として宮内バイパスあるい
は福長バイパスも推進されており、近年には着工が見込まれ、早期完成を望むものでござ
います。通勤や物流等への効果を期待するとともに、安心安全な道づくりに努めていきた
いというふうに思っております。当初予算では治山事業、道路維持の管理の事業、林道新
設改良事業、道路新設改良事業など約３億２，１００万円を計上しております。補助事業
を確保しつつ、早期完成と堅実な進捗に努めてまいりたいと思っております。
　ここ数年、Ｊ－クレジットの購入が順調であります。カーボン・オフセットの趣旨を理
解していただき、会社の理念にマッチしている企業が賛同、購入をいただいてるとこでご
ざいます。コーディネーターのお力添えもありまして、日南町とゆかりのある企業から地
元の企業などと契約を行っておりまして、複数回購入していただく企業もふえてきており
ます。ＳＤＧｓという持続可能な開発目標の考え方に企業理念がシフトして、社会や環境
への貢献が会社の価値向上につながるという時代が来たように感じております。Ｊ－クレ
ジットを購入された民間企業との御縁を大切にしていきながら、他の分野にもつなげてい
き、ひいては補助人として地域経済循環につなげていきたいというふうに考えておりま
す。
　防災分野でございますが、昨年から引き続き各地域に出向きまして、自主避難所の開設
や災害対策について情報交換を進めております。また、自衛消防団用の可搬消防ポンプ２
台、２年度につきましては佐木谷と中石見を予定しております、の更新を行うほか、断水



等の緊急対応としてステンレス製の給水タンクを購入して、初動体制の充実に努めてまい
りたいと考えております。
　ふるさと納税ですが、２月の１０日現在ではありますが、昨年実績より金額ベースで約
９１％と下がっております。今年度は取り扱い窓口サイトをふやすなどには取り組んでま
いりましたが、今後は関係ある企業に対しまして直接依頼していくなどの取り組みを加え
ていく予定としておりまして、２年度につきましては３，０００万円を目標として予算化
をさせていただいてるとこでございます。
　次に、第３の柱でございますが、「ひと」についてでございますが、平成３１年３月の
内閣官房まち・ひと・しごと創生本部の事務局のほうから、出生数や出生率の向上に関す
る事例集というのが出されておりまして、全国の１３の市町村の事例があっております。
その１カ所に日南町が紹介があっておりまして、その内容ですが、特徴の要旨ですが、最
初に、若い世代の転出と人口減少が続く一方、出生数は横ばい、２番目として、親の同居
・近居割合が高く、共働きを当然と受けとめる地域社会があり、女性の就業率は高い。共
助の精神が受け継がれていることに加え、柔軟な働き方の広がりが仕事と家庭の両立をさ
らにしやすくしている。３つ目として、子育て支援策の充実に取り組んでいる。基幹産業
の農林業や人手不足が著しい医療・福祉への人材育成、就業促進にも取り組んでおるとい
うふうに整理されております。
　そうした中、全国的に働き方改革が推進される中で、役場の職員や教育現場、民間企業
にも働き方に対する積極的な見直しが求められております。役場では就業管理システムを
導入することとし、職員の出退勤の時刻を明確にするとともに、時間外勤務の実態把握に
努めて、働き方改革の推進や健康管理に役立てたいと考えております。人手不足の中でよ
り一層の効率的な業務が求められており、事務事業の見直しも含めてその基礎となる実態
把握に努めます。また、会計年度職員制度が始まりますので、関係者にきちんと説明して
制度運用を開始したいと思っております。
　婚活事業や仲人報奨金制度、同窓会開催支援制度は引き続き事業展開していきます。現
在までの成果でございますが、現在までに２組の成婚や２組の仲人の成立、１組の同窓会
の開催でございます。今後もＰＲに努め、情報発信していくことが重要であると考えてお
ります。日南町の風土として、既婚者の出生率は高い傾向にあります。最近の傾向とし
て、１人の女性が３人、４人と多く出産されるケースが見受けられます。日南町における
現在の子育ての環境を見て、４人目を産んでも大丈夫という意識の変化もあると感じてお
り、うれしく思っているとこでございます。
　社会教育ですが、本年度からふるさと教育ということで、高校生版を日野郡３町が連携
して進めたいと思っております。以前は優風音という名称で高校生のサークル活動を支援
してきております。また、近年高校生の集まる場づくりにも取り組んでおりますけれど
も、高校生も忙しくて、米子に通う子供たちも多くなりました。自宅と学校の往復という
生活の中で、地元日南町とのかかわり合いが少なくなり、結果として、地元に住む、地元
で働くということにつながっておりません。今は都会も地方も人手不足の社会です。そし
て地方も豊かになりました。これからの少子化社会、予測できない社会の中で、人生の選
択をしなければならない高校生という時期に、少しでも大人からのメッセージや地域の情
報を伝えていきたいと思っております。
　現在、小学校、中学校ではふるさと教育を実践しております。町内の魅力的なもの、い
わば地域の宝を自分の目で見て、体験し、感じて、地元の大人たちとかかわりながら日南
町とのつながりを継続しております。人が生きるのに必要なものとは何かを考えさせる取
り組みとなっていると感じております。先日、小学校の成果発表会がありました。実行委
員１０名を中心に自分たちで進行し、また案内状も自分たちの手づくりによるもので、自
主性を重んじる学校側の取り組みに感心しました。小中高の連続したふるさと教育をつな
げていけば、ふるさとを考える子供たちがふえて、町の応援団になってくれると期待して
おります。
　学校教育分野ですが、日南小学校統合を契機としまして、保小中一貫教育を柱に進めて
きました。統合から１０年以上の経過の中で、学校自体のあり方の変革を求められている
時期でもあります。本年４月からは小学校で新学習指導要領がスタートし、小学３年生か
ら外国語活動や、５、６年生で教科としての英語教育も始まります。また、教職員の働き
方改革、平成２９年度から努力義務となりましたコミュニティ・スクールの設置など、目
まぐるしい変化への対応が求められている学校現場でございます。それに対応していくた
めには、学校現場はもちろんのことでありますが、保護者や地域、教育委員会など全ての
方の理解と協力が必須となっており、来年度をこれからの日南町義務教育のあり方を検討
する年にしていきたいと考えております。そして、保育園の位置づけにつきまして、保育
と教育の連続性の観点から、組織のあり方も視野に入れて検討していきたいと考えており



ます。今、保育園の職員も先進地視察を行いまして、新たな保育の取り組みについて積極
的な研修に取り組んでいます。日南の子供の未来に、生き抜く力をつけていく、学力をつ
けていくことの責任をみんなで考え実践していかなければならないと考えております。
　本年度は学校給食の補助金として１０４万円を計上しております。これにつきまして
は、給食材料費全体の値上がりのため、現状の栄養確保の観点から、材料費の不足相当に
当たる日南産米購入費を補助することとしました。また、昨年から進めております日南中
学校のトイレ改修１，８０５万円を予定しているとこでございます。
　最後の結びでございますが、日南町が誕生して６０年、豪雪、ひょう、豪雨などの災害
もたびたびありました。そのたびに町民が力を合わせてその壁を乗り越えてきました。
　現在、日南町は、少子化、人口減少による担い手不足という大きな局面に立たされてお
ります。町民皆様全員の参加でこの難題を乗り越えていかなければなりません。町民の皆
様、議会の皆様と力を合わせて、４，５００人余りの町民が豊かさを実感し誇れるまちづ
くりに全力で取り組み、次世代につなげてまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上
げます。
　この夏は東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。町内での聖火リレーは５
月２２日の予定で、役場から道の駅までの間を聖火ランナーが走ります。聖火リレーの声
援や本大会も応援していただき、スポーツの魅力や感動を味わっていただきたいと思って
おります。そして、災害のない１年になることを祈念して、令和２年度に当たっての施政
方針とさせていただきます。ありがとうございました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第４　議案第５号　及び　日程第５　議案第６号
○議長（山本　芳昭君）タブレットの議案書ファイルをお開きください。２ページから、
日程第４、議案第５号、権利の放棄について（水道料金債権）、日程第５、議案第６号、
権利の放棄について（町営住宅使用料債権）、以上、権利の放棄関係２議案を一括議題と
します。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第５号、権利の放棄について。次のとおり権利を放棄するこ
とにつきまして、地方自治法第９６条第１項第１０号の規定によりまして、本議会の議決
を求めるものでございます。
　内容ですが、放棄する権利ですが、水道料金の債権ということで、督促手数料を含むも
のでございます。件数ですが、２件ということで、債権額が１万１，５７４円ということ
で、内訳としまして、平成２８年の１１月分と１２月分、そして督促手数料が１６０円と
いうことでの合計額が１万１，５７４円でございます。理由でございますが、債務者の破
産によるというものです。放棄の時期ですが、議決の日をお願いしております。
　続きまして、議案第６号、同じく権利の放棄についてですが、次のとおり権利を放棄す
ることにつきまして、地方自治法第９６条第１項第１０号の規定によりまして、本議会の
議決を求めるものでございます。
　放棄する権利ですが、町営住宅使用料の債権ということで督促手数料を含むものでござ
います。件数ですが２件、債権額ですが６万５，８００円でございます。内訳としまし
て、平成２８年の１１月分と１２月分、そして督促手数料１６０円を含む内容でございま
す。放棄の理由ですが、債務者の破産によるものでございます。放棄の時期は、同じく議
決の日ということでお願いをしたいと思います。
　以上、説明を終わります。
○議長（山本　芳昭君）これより各案に対する質疑を許します。
　まず、議案第５号の質疑を許します。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）債権の放棄の理由が債務者の破産によるものということで
すけども、それが確定したのはいつでしょうか。裁判所の関係とかいろいろあったと思い
ますけども、教えていただきたいと思いますが。５号と６号と、関連ですのでよろしくお
願いします。
○議長（山本　芳昭君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）今回の破産に伴う権利放棄につきましては、破産管財人から
の終結決定につきましては、昨年、平成元年の１０月２８日付で決定通知が来ておりま
す。前もって破産の申し立てにつきましては平成２９年の１１月から……。
○議長（山本　芳昭君）令和ですね。
○建設課長（財原　　積君）いや、始まりは平成２９年の１１月から申し立てがありまし
て、それから約２年をかけて終結をしてるという経過があります。



○議長（山本　芳昭君）そのほかございますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）次に、議案第６号の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第５号及び議案第６号は、審議の
都合により、本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第５号及び議案第６号は、
質疑までにとどめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第６　議案第７号　及び　日程第７　議案第８号
○議長（山本　芳昭君）タブレット６ページから、日程第６、議案第７号、工事請負契約
の変更について（日南町デジタル防災行政無線（同報系・移動系）整備工事）、日程第
７、議案第８号、工事請負契約の変更について（令和元年度　日南町ＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ
光化工事（第１期））、以上、工事請負契約の変更関係２議案を一括議題といたします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第７号、工事請負契約の変更について、日南町デジタル防災
行政無線（同報系・移動系）の整備工事でございますが、次のとおり工事請負契約を変更
することにつきまして、地方自治法第９６条第１項の規定によりまして、本議会の議決を
求めるものでございます。
　工事名ですが、日南町デジタル防災行政無線（同報系・移動系）整備工事でございま
す。変更の理由ですが、戸別受信機の設置に関する労務費等の減額によるものでございま
す。変更契約の金額ですが、契約金額が３億７，１５２万円でしたが、それを３億
６，５４８万２，８００円とする内容でございまして、変更によります減額が６０３万
７，２００円、消費税込みですが、その変更の内容です。相手方につきましては、広島市
中区八丁堀５番７号、パナソニックシステムソリューションズジャパン株式会社中国社社
長、今井克博さんでございます。
　続きまして、議案第８号、工事請負契約の変更についてということで、令和元年度の日
南町ＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光化工事（第１期）でございます。次のとおり工事請負契約を変
更することにつきまして、地方自治法第９６条第１項の規定によりまして、本議会の議決
を求めるものでございます。
　工事名ですが、令和元年度日南町ＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ光化工事（第１期）。変更の理由
でございますが、施工の実績及びセンター施設設置箇所の変更等による減額でございま
す。変更契約の金額でございますが、契約金額が６億７，９８０万円ですが、これを６億
６４９万５００円、変更による減額でございますが７，３３０万９，５００円、税込みで
すが、にお願いをするものでございます。契約の相手方でございますが、鳥取市の西品治
字田島前ノ二８１６番地１、株式会社中電工鳥取統括支社執行役員支社長、二反田正克さ
んであります。
　変更の理由の主なものでございますが、日南町センターの施設でございますが、既設の
サブヘッドエンドに隣接して、文化センター、野外イベント広場にシェルターを設置する
予定でございましたが、役場車庫棟の２階のほうに変更をする内容でございます。当初、
河川氾濫への対策として鉄骨の架台による１．５メートルのかさ上げを予定しておったと
こですけれども、車庫棟の２階を利用することによりまして、４メートルと高さが増し、
安全性が向上するということの内容によるものでございます。また、既設の設備の利用に
当たるため、設備が空調等の改装のみであり、より経済的に補助目的を達成することがで
きるというふうに思っております。なお、車庫棟の耐震性につきましては、平成１３年に
建築された施設でありまして、耐震基準はクリアしているというふうに思っております。
　２番目ですが、ケーブル電話サービスにつきましては、上位回線の完全２ルート化が必
要という制限から、サブセンター施設、いわゆるシェルターですが、阿毘縁の小学校から
日南ブロイラーのほうに変更し、雪対策として鉄骨架台による１．５メートルのかさ上げ
を追加する内容も含まれております。樹木の伐採の追加だとか、あるいは中国電力及び
ＮＴＴの共架・添架申請の回答のほうから、光伝送経路の設備が減額という内容も含まれ
ております。また、中海テレビの既設設備が利用可能となったため、通信機器の監視装置
サーバーを減額をしております。さらには、日南町センター及び阿毘縁のサブセンターの
環境監視としまして、遠隔の監視装置だとか監視制御ユニットを追加しております。ま
た、中海テレビから日南町センターへの幹線につきまして、伯耆町で信号増幅機器を設置



予定でありましたが、不用となったための減額という内容も含まれております。
　以上、２件の説明をしました。よろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。ただいま町長から提案のありました工事請
負契約の変更について、第７号、デジタル防災無線の関係について、若干変更内容を追加
して説明をさせていただきたいというふうに思います。
　町長から説明がありましたとおり、大きな変更につきましては戸別受信機の設置に係る
労務費の減でございます。これにつきましては当初２，４００台の設置を労務費とともに
機械と購入、据えつけというふうな予定でございました。最終的に２００台程度がいわゆ
る留保、町で持っておって故障時に対応できるものとして留保することにしました。残り
百数十台は、実は各自治会で設置のお願いをして回る中で、住民票はあるけども住んでい
らっしゃらない、または施設に入られて設置ができないものがまだ残っております。これ
につきまして年度内での施行は難しいと判断しまして、今後、設置ができる状況になった
場合に町職員が直接設置に向かうということで、今回工事費の労務費のほうから除いてお
ります。そのほか電波の状況によって入りが悪いというふうなことも想定して、アンテナ
の設置も相当数見込んでおりましたが、実際取りつけてみた結果、見込んでおったほど必
要でなくなったということで、その分の資材等を減額をしております。そのほかふえたも
のもございます。当初予定をしておりましたＪ－ＡＬＥＲＴへの自動の起動を、連携して
起動する装置等につきまして、もともとある機械がそのまま流用できるものとして設計し
ておりましたが、うまく作動しないということで新しくデジタルに合わせた起動装置に切
りかえた、そういったものの機器の増強もございます。それら増減を含めまして今回
６００万ほどの減額の最終精算の契約となります。
　以上、説明をさせていただきました。
○議長（山本　芳昭君）これより各案に対する質疑を許します。
　まず、議案第７号の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）次に、議案第８号の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第７号及び議案第８号は、審議の
都合により、本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第７号及び議案第８号は、
質疑までにとどめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第８　議案第９号
○議長（山本　芳昭君）タブレット８ページから３３ページ、日程第８、議案第９号、日
南町過疎地域自立促進計画の一部変更についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第９号、日南町過疎地域自立促進計画の一部変更についてで
ございます。次のとおり、日南町過疎地域自立促進計画の一部を変更することにつきまし
て、過疎地域自立促進特別措置法第６条第１項の規定によりまして、本議会の議決を求め
るものでございます。
　概要ですが、日南町過疎地域自立促進計画ということで、現在、計画期間が平成２８年
の４月から令和３年の３月末までの中で、過疎債の財政支援を受けて実施する事業名と事
業の内容の一部を変更するものでございます。
　内容ですが、大きく４区分の中の事業ですが、最初に産業振興の区分の中で、町産材の
加工施設の改修事業、社員住宅の改修費支援事業、お仕事フェア委託事業ということで、
大きく３つの中の内容を追加をさせていただいております。
　２番目に、交通通信体系の整備あるいは情報化及び地域間交流の促進という区分の中で
は、町の関連施設の光化工事ということでメニューの追加をさせていただいております。
　３番目に、生活環境の整備という区分の中で、給水施設整備事業ということでメニュー
の追加をさせていただいております。
　そして最後ですが、教育の振興という分野でございますが、給食施設整備改修事業とい
うこととあわせて、米飯給食負担金支援事業ということを追加させていただいております
ので、ごらんいただければというふうに思います。
　以上、簡単ですが説明を終わります。



○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を許します。
　７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）ちょっと１点お伺いします。最初、さらに新たな人材獲得
のために開業、起業支援に取り組んでまいりますとうたってありますが、この開業という
言葉が余り聞きなれない言葉なんですけど、何を目指してどういう形の事業進捗を目指し
たものなのか、言葉の内容についてお伺いします。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。お尋ねの件につきましては、今回出させて
いただいております具体的な項目としては、お仕事フェアの委託事業に当たるところであ
りますが、本文の中では幅広く、いわゆる起業であるとか、それに関連した開業という言
葉を使わせていただく中で、今後の展開にも幅広く過疎地域の計画として盛り込んで進め
ていきたいというところでの言葉と御理解賜りたく思います。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）済みません。この開業という言葉は起業とは、要するに、
を一緒にひっくるめた言葉として、今後もこの言葉は利用して、町民の、また議会のほう
に説明されるという機会がふえるということですか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）議員御指摘のとおりに考えておりますので、また具体的なと
ころについては、今後また協議もさせていただきながら進めてまいりたいと思っておりま
す。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）この過疎地域の一部変更ですけども、過疎債を充当する事
業ということですけども、今年度ですよね、新年度、令和２年度の中に、いろんな、以前
にもこの過疎計画の自立計画の一部改正は、常に新しい事業が入るたんびに変えられてき
た経過があるわけだけども、例えば高齢者の生活福祉センター、老人ホームのデイサービ
スセンターの整備とか、２億４，７００万とか、サービスつき高齢者住宅の整備４億
９，５００万とか、そういう大きな事業が、そのほかにもいろいろあるわけだけども、あ
くまでもこれは過疎債で充当してもらうための一部変更であって、令和２年度中に新たに
過疎債でいろんな事業、今、例えばの例で申し上げた事業ですね、実際にそういう構想が
あるのかどうなのかという点について、庁舎内で詰めた議論をこの一部変更に当たってな
されているかということをお聞きしたいと思いますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。全般にわたりまして、今回、令和２年度に
予定をしておりますメニューのうち、実はこの中にも含まれていないものも精査する中で
はございます。そういったところについては予算編成、当初の方針において、各所属にお
いて検討、議論をしてもらうというところを予算編成の中で進めてきており、取りまとめ
たところを今回上程させていただいておる内容でとどめたところでございますが、その理
由につきましては、県あるいは関係機関との協議あたりの進捗もございますし、また今年
度進めていく中で、きちっと固まった段階でまた計画にも含めてというところもありでご
ざいます。その辺では議員お尋ねのところで、予算編成にあわせて議論を進めてきたとい
うところで御理解賜りたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）過疎法も令和２年度で一応、一旦切られるということです
よね。とすれば、今、令和２年度の一応計画として上げられている事業を、やっぱりどっ
かで精査されないと、落とすものは落としていく。例えば、また補正予算でいろんなこと
を思いつかれるのかもしれないけども、当初予算の段階で上がっていない事業が、かなり
金額的にも多いものがありますよね。そのあたりについて企画課長あるいは町長にちょっ
と答弁を求めたいと思いますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）議員御指摘のところはごもっともな点でございます。改めて
きちっとした形で、この計画には令和２年度という区切りのところはきちっと整理をさせ
ていただくために、今後のところでまた御協議あるいは上程という形でさせていただきた
いと思いますが、切れ目なくというふうに今、国会のほうで進めていらっしゃいますけど
も、令和３年度以降の動きについてもまた計画を、恐らくというところも含めて、作業は
事務としては切れ目ない形で進めてまいりたいというふうに思っておりますので、また令
和２年度までの事業についても今後精査する中でまたお示しさせていただきたいと思いま
すので、本法案の状況については御理解賜りますようお願いいたします。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。



○町長（中村　英明君）直接的な回答というわけではないですが、御説明のありましたよ
うに、現在の過疎法につきましては令和の２年度で現法につきましては終了ということで
ありまして、議員立法という形の中で生まれてきた法律でございまして、今後、いわゆる
令和３年度以降に向けても、既に関係機関と皆さんと一緒になって、新しい法律、新しい
法律という表現というか、内容的には同じものだろうというふうに思っておる、あるいは
若干拡大っていう話ももちろん含まれてるんだろうと思いますが、いずれにしても議員立
法ということでのあり方ですので、また令和の３年度からの過疎法につきましての今要望
活動も進めておりますので、御承知おきいただくとありがたいかなというふうに思ってお
ります。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）８ページから１０ページにあります産業の振興というとこ
ろでありますけども、ここで、保育園から小学校の早い段階で仕事に触れる機会をつくり
働く意欲を育むと。お仕事フェア委託事業が計上されております。これは企画課で担当さ
れるのかなと思いますけども、この段階でお仕事フェア委託事業として、どういう事業展
開を想定されているのか伺います。この時期って、教育の振興の場面で担当すべき事柄で
あってもいいのかなと思います。いわゆる産業教育の振興という分野もあるわけですか
ら、そこの辺のところで、なぜお仕事フェア委託事業にされたのか説明をいただきたいと
思います。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。御指摘の点でございますが、今、昨今いろ
いろと注目をされ町でも動いております木育であるとか、そういったところもさらなる力
を入れていく、あるいは推進していくっていう点においては、それぞれの課が連携をして
進めていくというところはこれまで以上に強化していくところでありますが、とりわけ教
育の部門から将来的にふるさと教育とかいうこともございますが、ふるさと、ここの日南
町を愛していただくという点におきましては、自分たちの保護者の皆さんが、どういった
ところに仕事があるんだよとか、携わっておられるというのを子供目線から入りやすく、
かかわってほしいという点において、こういったフェアも一つ実証的にやった経過もござ
います。そういった中では、いろんな展開があるというところでは、一つ議員御指摘の事
業もございましたけども、それ以外の展開、例えば森を活用した事業展開などもやってお
るところもございます。そういったのも含めて、さらに過疎計画の中では過疎債という財
源を有効活用して進めていきたいというふうに思っておるところでございます。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）質問したことに明確に、なかなか理解できなかったわけで
すけども、なぜ教育でなくて産業振興で行われるかというところであります。確かに言わ
れるように、さまざまな課で連携をしてっていうのはわかりますけども、具体的に予算の
ところに係ってきますけども、２年度、５５万円使ってお仕事フェアはどういう企画をさ
れようとされているんですか。また、教育長の立場として、こういう時期の産業教育の今
の取り組み、これからの取り組みについてどうお考えでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）うまくお伝えできないところが申しわけございませんが、改
めまして、産業分野での仕事あたりを特に強調して御理解いただく展開というところで、
産業振興に上げさせていただいております。この委託事業については日南町商工会に委託
することを今、想定をしております。皆さんがお集まりになりやすい、お出かけやすい時
期として秋ごろの実施ということで今、想定をしておるところでございます。したがっ
て、多分いろんなところには、方面にはあると思いますが、今回の中では産業振興という
ことで整理させていただいたところでございます。
○議長（山本　芳昭君）伊田教育長。
○教育長（伊田　典穂君）議員御指摘のところ、ごもっともだというふうに思っておりま
す。教育の分野につきましても今、大きな転換期を迎えておりまして、子供たちのキャリ
ア教育、それからふるさと教育を一体化した取り組みをこれから進めていかなければなら
ないというふうに思っております。お仕事フェアについては、今年度も試行的に取り組ま
れたというふうに思っております。一つは、仕事を知るというところについては、もちろ
ん教育の分野で取り組むべき中身もありますし、産業の部分からのアプローチということ
もあるかと思います。ただ、まだ体系的な形で、それが日南町としてのキャリア教育、ふ
るさと教育についての全体像がまだつくり切れていないという段階もありますし、先ほど
町長の施政方針の中にも、これからの取り組みをつくっていくと、つくり直していく、義
務教育を考えていくというような時期に差しかかっているという話もありましたので、そ
こも含めて議員御指摘のところも含めて、これからの教育分野で考えていくところ。それ



から、産業との連携についてどのように考えるかということを今後、構築をさせていただ
きたいというふうに思っております。御意見ありがとうございます。
○議長（山本　芳昭君）そのほかございますか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第９号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第９号は、質疑までにとど
めることに決定いたしました。
　ここでしばらく暫時休憩をいたします。再開を１１時からといたします。
　　　　　　　　　　　　　午前１０時４５分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　午前１１時００分再開
○議長（山本　芳昭君）休憩前に引き続き会議を再開します。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第９　議案第１０号　及び　日程第１０　議案第１１号
○議長（山本　芳昭君）タブレット３４ページから、日程第９、議案第１０号、公の施設
に係る指定管理者の指定について（ふるさと日南邑及び日南町緑地等利用施設緑の館）、
日程第１０、議案第１１号、公の施設に係る指定管理者の指定について（日南町介護福祉
センターあかねの郷及び日南町認知症高齢者グループホームあさひの郷）、以上、公の施
設に係る指定管理者の指定関係２議案を一括議題とします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第１０号、公の施設に係る指定管理者の指定について（ふる
さと日南邑及び日南町緑地等利用施設緑の館）。次のとおり、公の施設に係る指定管理者
を指定することにつきまして、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、本議会の
議決を求めるものでございます。
　指定管理者の名称ですが、住所が大阪市中央区船越町１丁目３番５号、マーキュリー愛
晃ビル４０２号ということで、氏名ですが、テック株式会社代表取締役、上村勝文でござ
います。指定管理に係る施設の名称及び所在ですが、名称ですが、ふるさと日南邑及び日
南町緑地等利用施設緑の館。所在ですが、日南町神戸上２９６２番地１です。期間です
が、令和２年４月１日からの３年間でありまして、令和５年３月３１日までとします。業
務の範囲でございますが、最初に、ふるさと日南邑及び日南町緑地等利用施設緑の館の利
用に関する業務。２つ目として、施設及び設備の維持管理に関する業務。３つ目として、
施設の運営に関する業務のうち町長が必要と認める業務でございます。利用料についてで
ございますが、ふるさと日南邑の設置及び管理に関する条例の第８条及び日南町緑地等利
用施設の設置及び管理に関する条例の第７条の規定に基づきまして、利用料金を指定管理
者の収入として収受させるものでございます。
　次に、議案第１１号、公の施設に係る指定管理者の指定ということで、日南町介護福祉
センターあかねの郷及び日南町認知症高齢者グループホームあさひの郷についてですが、
次のとおり、公の施設に係る指定管理者を指定することにつきまして、地方自治法第
２４４条の２第６項の規定により、本議会の議決を求めるものでございます。
　指定管理者の名称、住所ですが、日野郡日南町下石見２３１５番地、社会福祉法人日南
福祉会でございます。指定管理に係ります施設の名称及び所在ですが、最初に日南町介護
福祉センターあかねの郷ですが、場所は日南町下石見２３１５番地。もう一つですが、日
南町認知症高齢者グループホームあさひの郷。所在ですが、日南町生山３９７番地１でご
ざいます。期間でございますが、令和２年４月１日からの５年間ということで、令和７年
３月３１日までとしております。業務の範囲ですが、あかねの郷の維持及び管理、グルー
プホームあさひの郷の維持及び管理、そして施設の利用許可、使用料の収受、いわゆる介
護報酬等ですが。それと、先ほどの４点に付随する業務ということでございます。利用料
ですが、日南町介護福祉センターの設置及び管理に関する条例第７条第３項の規定及び日
南町認知症高齢者グループホームの設置及び管理に関する条例第７条第３項の規定に基づ
きまして、使用料を指定管理者の収入に収受させるものでございます。
　以上、２件説明させていただきました。どうぞよろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）これより各案に対する質疑を許します。
　まず、議案第１０号の質疑を許します。
　８番、久代安敏議員。



○議員（８番　久代　安敏君）株式会社テックに指定管理をされるということですけど
も、この議案が議決されれば、町民に、日南邑一帯ですよね。どのように周知されるのか
という、長年、日南振興がやってこられたわけで、新しい会社に移行するわけですから特
に宣伝も必要かというふうに思いますけども、どういう考え方で広報をされるのかという
ことを１点お聞きします。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）今回上程しておりますふるさと日南邑の指定管理ですけど
も、議決のほうをいただきましたら、まずホームページのほうでは指定管理者の決定とい
うことで、議決を受けたということを広報したいというふうに思っております。基本的に
は町のほうの広報でも、決定しましたということは広報したいというふうに思っておりま
すけども、新しい指定管理業者の方も広告宣伝費等ということは考えておられますので、
基本的にはそちらのほうでも自前で自主的な広報もしていただきながら、町内の業者さん
ということになれば、ケーブルテレビの活用ということもできるかと思います。制作費に
ついては実費等がかかるかと思いますけども、放送につきましては町の優遇措置というも
のもあったかと思いますので、そういったものを活用しながらＰＲをしていきたいという
ふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）指定管理に予定をされております株式会社テックの定款の
中に、いわゆる旅館業とか飲食提供等の事業が定款の中にないわけですが、この定款で大
丈夫なわけですか。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）現在、資料提供させていただきました中では、定款のほうに
まだ旅館業や自治体の指定管理施設等の請負業務というようなものが書いてありませんけ
ども、今、作業をしていただいておりまして、今後、定款のほうが新たに改正されました
ら、そちらのほうをまた資料として提出をさせていただきたいと思いますので、いましば
らくお時間のほう、いただきたいというふうに思います。
○議長（山本　芳昭君）そのほかございますか。
　２番、古都勝人議員。
○議員（２番　古都　勝人君）図面が添付されておりまして、この中にこれまでトマト生
産をした施設があったわけですけども、ここら辺については移転するのかどうなのかお聞
かせをいただきます。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）現在の指定管理者のほうで設置されましたハウスにつきまし
ては、新しい管理者のほうで同じように体験型農園というような格好で使用ができないか
ということを相談しております。ですが、最終的にそちらのほうで使用がないという場合
には撤去ということを依頼をして承諾も得ておりますので、そちらにつきましても運営し
ながらという中で、もう少し協議をしながら対応していきたいというふうに考えておりま
す。
○議長（山本　芳昭君）２番、古都勝人議員。
○議員（２番　古都　勝人君）これまで生産されたトマトは、割合わかりませんけれど
も、日南邑で使われたりとか、あるいは大きく販売もされた経過もあるわけですけども、
この指定管の会社は、農業生産をやっていいという状況なのかどうかお聞かせをいただき
ます。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）この業者につきましては、農業生産といいますか、あくまで
市民農園的な開放ということで、施設敷地内での農業という格好ではなくて、試験圃とい
うようなところかというふうに考えております。そのできたものを販売というよりも、ま
ずは今まで体験型農業の一つのアイテムだったというふうに考えておりますので、引き続
きもし使用されるであれば、そこで収穫体験をしてもらって、レストランで食べる際に自
分でとったものをこうして、なったものを食べるんだよというような体験という格好をし
ていきたいというふうに考えております。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）テックさんが申し込まれてますけども、会社できたんが平
成２８年で、現在売り上げが３，８００万円、年間です。どうのこうのじゃないんですけ
ども、親会社が幾らぐらいの売り上げをやっておるのか、経営実態そこまで調べましたで
しょうか。そこまで必要ないかもわかりませんけども、参考に教えていただきたいんです
が。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。



○農林課長（坂本　文彦君）親会社という会社のほうの、済みません、経営の内容につい
ては、把握をして決算書等の確認はしておりません。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）実は３年、４年前にガラスの加工販売ということで日南町
に進出ということで、そのつながりでされとるわけですね、そのとき企画課長のほうでも
そういった調査をされておられると思うんですが、そういったことは企画課でわからない
でしょうか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）議員お尋ねの、当時の過去の資料になりますが、そのあたり
については当時確認をした経過がございます。ただ、今回の指定管理に当たりましては、
改めて企画課から確認をしたということはございません。
○議長（山本　芳昭君）２番、古都勝人議員。
○議員（２番　古都　勝人君）先ほどの続きになるわけですけれども、これまで指定管理
でお世話になっておりました日南振興さんのほうが進出されるときに、かつて商工会が担
当しておりました、今はいなかや本舗とかいうんだそうですが。特産品の販売、これまで
ずっと続けてきて、その辺の効果が出ておると思いますが、そのものについては次の指定
管のほうに行くのか、従来の方が生産されていくのか、そこら辺についてはどのようにな
っておりますか。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）現在、日南振興さんの組織内のいなかや本舗さんですけど
も、活動の場としては高齢者センターの一部を活用されております。引き続き日南振興さ
んのほうでその活動はされるというふうに解釈しております。
○議長（山本　芳昭君）そのほかございますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）ないようでしたら、次に、議案第１１号の質疑を許します。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）最後のページ、社会福祉法人日南福祉会の経常収支決算書
というのが、令和２年度の添付されておりますが、支出のところに事業費支出と事務費支
出とあって、この中に、いわゆる負担金ですよね、日南福祉会が負担する負担金、これが
含まれて差し引き収支ゼロという金額になっておるのかどうなのか。令和２年度の当初予
算でも予算組んで、２，５００万ぐらいの利用料の負担を組んでおられますけども、この
収支に上がっているのでしょうか。確認をします。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）今御質問いただいた件ですが、令和２年度の収支予算の
中には、町のほうが納めていただきます使用料も含まれております。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）事業の支出でしょうか、事務の支出でしょうか、ちょっと
教えてください。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）事業費支出のほうに含まれているということでお伺いし
ております。
○議長（山本　芳昭君）よろしいですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１０号及び議案第１１号は、審
議の都合により、本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありません
か。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第１０号及び議案第１１号
は、質疑までにとどめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１１　議案第１２号
○議長（山本　芳昭君）タブレット６８ページから、日程第１１、議案第１２号、第６次
日南町総合計画（基本構想）の策定についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第１２号、第６次日南町総合計画（基本構想）の策定につい
て。第６次日南町総合計画（基本構想）を定めることについて、日南町総合計画策定条例



第４条の規定により、本議会の議決を求めるものでございます。
　内容ですが、計画の役割というところですが、総合計画は自治体の全ての計画の基本と
なる計画で、地方創生の時代に即した自主自立した町へのかじ取りとなるものでございま
す。日南町の人口ビジョン・総合戦略と日南町行財政改革実施計画など、各種の計画の基
本となるものでございます。今回の総合計画から国連で採択された地球規模の人類存続の
ための共通価値観、持続可能な開発目標、ＳＤＧｓですが、を基本計画に盛り込みまし
て、１７の目標を計画ごとに割り当てることとしました。国のほうもＳＤＧｓの１７の目
標や１６９のターゲットに示される多様な項目の追求が、日本の各地域における諸課題の
解決に貢献し、地域創生を推進するものであると示してあります。日南町としても総合計
画、ＳＤＧｓの１７の目標の目指すべき方向性は同様であり、総合計画の推進イコール
ＳＤＧｓの目標達成と位置づけております。総合計画の策定は、町民、団体、企業、行政
が今後１０年間のまちづくりの方向性を共有し、それぞれの役割と創意工夫、協働によっ
て目標の実現を図るため、活動指針としての役割を担うものでございます。
　計画の構成でございますが、基本構想そして基本計画、実施計画の３つで構成するもの
でございます。
　基本構想ですが、基本構想は、まちづくりの基本理念と町の将来像などを示すものでご
ざいます。計画期間は令和２年度から令和１１年度までの１０年間としております。
　続きまして基本計画でございますが、基本計画は、将来像の実現に向けまして、取り組
むべき施策の方向を明らかにするものでございます。計画期間は前期が令和２年度から令
和６年度まで、後期の基本計画は令和７年度から令和の１１年度まで、それぞれ５カ年ず
つとしております。
　次に実施計画でございますが、実施計画は、基本計画で示した施策の方向に従いまし
て、具体的な施策、事業の内容を明らかにするものでございます。第２期まち・ひと・し
ごと創生日南町総合戦略と連動し、ＫＰＩを設定し、総合戦略第三者評価委員会において
毎年検証を行うものでございます。前期の計画と後期の計画で各事業の進捗管理を行うこ
ととしております。
　以上、簡単でございますが説明にかえさせていただきます。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を許します。
　９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）ページでいえば６８ページの辺からと思いますけれども、
今後の行政運営についてという記述があります。その中に、令和２年度から日南町行財政
改革実施計画を策定しますというふうに記載があります。本年度、この総合計画とあわせ
る形で行財政計画は策定されておると思いますが、今の策定状況、昨年の町長の施政方針
の中でも、その行財政計画と総合計画を一体となって進めるというような、そういう趣旨
の説明があったと思いますけれども、それと照らし合わせて現在の行財政計画の策定状況
及び、ここにあります実施計画っていうのはどういう形で示されるのか、あわせて説明お
願いします。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。現在、企画課において所管事務を進めてお
るところでございます。去る１２月１３日の全員協議会におきまして、今後のスケジュー
ルというところで皆様にはひとまず報告をさせていただいた経過の中で、スケジュールに
つきまして、ことしに入りまして１月の２２日に行財政改革の会を設けました。それを最
終の会と区切りまして、委員会から町長に対して諮問に対する答申を受けたところでござ
います。その答申を受けまして、素案という形で現在、最終整いつつあるところでござい
ますが、最後、町長から職員向けのあたりについて最終の詰めを行っているところでござ
います。ただ、今会期中におきまして、そのあたりの状況も踏まえて、皆様には御報告な
り御説明をさせていただきたいというところで現在進めておるところでございます。
○議長（山本　芳昭君）実施計画について。
　實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）実施計画につきましても、第２期の総合戦略と踏まえた
ＫＰＩの設定という点で、最終的な今、取りまとめを行っております。こちらにつきまし
ても、具体的な各年度あるいは項目について、どう進めていくんだというものについても
あわせてお示しする中で御協議賜りたいと考えております。以上です。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）そういう説明ですと、ここに記述があります２年度より策
定しますっていうこととは違うんですね。今年度あわせて策定されておるということでい
いんですか。そうなると、この記述がおかしいということになると思いますが。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。



○企画課長（實延　太郎君）御指摘いただいておりますところも含めて、さらに詳細な部
分っていうのも、実際に計画を立てて実行する中で、いろいろと課題……（発言する者あ
り）はい。総合計画においても、最初のこの走りの中では、いわゆる行財政の取り組み、
あるいは第２期の総合戦略においても足並みをそろえてスタートをしていきたいと考えて
おりまして、さらには、展開をするところで細かな計画部分については今後策定していく
というところで御理解を賜りたく思います。よろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）そのほかございますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）それでは質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１２号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第１２号は、質疑までにと
どめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１２　議案第１３号
○議長（山本　芳昭君）タブレット６９ページから、日程第１２、議案第１３号、日南町
国民健康保険出産費資金貸付に関する条例の廃止についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第１３号、日南町国民健康保険出産費資金貸付に関する条例
の廃止について。次のとおり、日南町国民健康保険出産費資金貸付に関する条例を廃止す
ることにつきまして、地方自治法第９６条第１項の規定によりまして、本議会の議決を求
めるものでございます。
　概要につきましては条例の廃止ということでありますが、廃止の理由でございますが、
出産育児一時金の医療機関への直接支払い制度の普及に伴いまして、出産費の貸し付け、
基金からの貸し付けは必要性がなくなっておりまして、基金の設立目的の当初の目的は達
成されているというふうな判断の中での廃止理由でございます。
　この条例につきましては、令和２年４月１日から施行ということであります。どうぞよ
ろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。議案第１３号について、若干追加の説明を
させていただきます。
　条例の廃止につきましては町長提案説明のとおりでございます。この廃止に伴う基金の
取り扱いでございますけども、この廃止条例についてお認めいただいた上で、最終日を目
途に取り崩しの補正予算を予定をしております。取り崩した後には、国保の会計の中の財
政調整基金への積み増しということでこの基金を処理をさせていただければというふうに
今予定をしております。御承知いただきますよう、よろしくお願いいたします。現在の基
金残高は１５０万９，０００円となっております。以上です。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１３号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第１３号は、質疑までにと
どめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１３　議案第１４号
○議長（山本　芳昭君）タブレット７０ページ、日程第１３、議案第１４号、日南町交通
安全指導員条例の廃止についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第１４号、日南町交通安全指導員条例の廃止について。次の
とおり、日南町交通安全指導員条例を廃止することにつきまして、地方自治法第９６条第
１項の規定によりまして、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要ですが、いわゆる日南町交通安全指導員条例の廃止ということですが、理由です
が、交通安全指導員は現在、特別職、非常勤に分類されておりましたけれども、令和２年



４月１日から制度が開始されます会計年度任用職員制度では私人に分類されておるため、
現制度が廃止となるためでございます。
　施行期日ですが、この条例は令和２年４月１日から施行ということでございます。どう
ぞよろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）議案第１４号について、追加をして説明をさせていただきま
す。
　条例廃止の趣旨につきましては、町長提案のとおりでございます。今回、特別職、非常
勤という位置づけから外れるということになります。その関係で条例での規定を改めまし
て、今後、規則なり要綱なりというところで定めてまいる予定としております。また、こ
れまで特別職、非常勤ということで報酬ということでの報酬の支払いをしておりましたけ
ども、新年度から、また新年度予算でも御説明いたしますが、私人、個人として委託をさ
せていただき、報償費としての支払いを予定をしております。よろしくお願いいたしま
す。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１４号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第１４号は、質疑までにと
どめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１４　議案第１５号
○議長（山本　芳昭君）タブレット７１ページ、日程第１４、議案第１５号、日南町職員
の服務の宣誓に関する条例等の一部改正についてを議題とします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第１５号、日南町職員の服務の宣誓に関する条例等の一部改
正について。次のとおり、日南町職員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正する条例
につきまして、地方自治法第９６条第１項の規定によりまして、本議会の議決を求めるも
のでございます。
　概要ですが、会計年度任用職員の服務の宣誓に関して定めるものございます。具体的な
内容ですが、会計年度職員の服務の宣誓につきまして、任命権者の面前において宣誓書に
署名する方法とは別に定めることができるものとするものでございます。先ほど申しまし
た条例等ということでありますが、改正する条例ですが、日南町職員の服務の宣誓に関す
る条例とあわせまして、日南町立学校教職員の服務の宣誓に関する条例でございます。
　改正理由ですが、会計年度任用職員のさまざまな任用形態や任用手続に応じまして、そ
の服務の宣誓について別段の定めをできるようにするためでございます。
　施行期日ですが、令和２年４月１日から施行ということでございます。よろしくお願い
します。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。議案第１５号につきまして、若干追加の説
明をさせていただきます。
　ただいま提案のとおり会計年度任用職員制度が４月から始まる関係で、服務の宣誓に係
る取り決めにつきまして別段の定めをすることができるということに変更させていただ
き、こちらについては取り扱い要綱等で定めたいとは考えておりますけども、とりわけこ
の２年の４月には非常にたくさんの方が会計年度任用職員制度に移行されます。その中
で、従来この服務の宣誓というのが、町長面前で署名をして渡すというふうなルールにな
っておりますが、人数ということも考えまして、提出をいただくというふうな取り扱いに
変えてはというふうに今考えております。また、１年ごとで任期が参りますので、再度の
任用時にその都度宣誓をしていただくというところについても若干省略をさせていただく
ようなやり方ができないかということで、また、宣誓書の内容について検討してはどうか
というふうなことで、今現在、４月に向けて検討をしておるところでございます。いずれ
にしても、会計年度任用職員制度始まるに当たっての別段の定めというところを今検討し
ておるということで、よろしくお願いをいたします。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）４月から会計年度任用職員が始まるということでの、条例



を一部改正されたいということなんだけども、現在の服務の宣誓の、さっき総務課長から
説明がありましたけども、それを具体的に別に定めることができるという項目なんだけど
も、一応この会計年度任用職員も地方公務員法にのっとった雇用になるわけですよね、１
年契約といえども。本来はやっぱり正職員と同じように服務の宣誓をすべきではないかと
いうふうに思いますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）もう既に質疑に入っておりますが、質疑を許しますので、続けて
回答していただきたいと思います。
　木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。議員おっしゃられるとおり、４月からは地
方公務員法にのっとった職員さんということで身分も変わってまいります。当然、服務の
宣誓は必要なことだというふうに考えております。町長の面前でお一人一人が署名をして
お渡ししていただくというところについては、なかなかできかねる部分もございます。会
計年度職員さん、従来、臨時職員、嘱託職員さんも含めて、年度初めには年度初め式を行
って、別に町長からも直接訓示をいただく会を設けております。その場において直接、御
本人さんたちから署名をした宣誓を提出いただく、町長が受け取るというふうな形での宣
誓を行っていきたいというふうに考えております。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）正職員の皆さんと会計年度任用職員の服務の宣誓の仕方が
変われば、やっぱり職場内に選別というか、そういう意識を変に醸成されるのではないか
なというふうに私は危惧していますから、やり方はやっぱり正職員がされるような形を、
正職員は初めて採用されたときだけですよね、最初のときだけですから。１年ごとに再任
用職員がどうかということはあるとは思いますが、逆に、新規採用の職員は宣誓の服務を
されるわけだから、同じように、今後さらに検討を深めてもらいたいというふうに考えま
すが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）おっしゃるとおり会計年度任用職員さんにも４月１日にそう
いった会がありますので、職員と同様なやり方ができるような形で検討してまいりたいと
思います。
○議長（山本　芳昭君）そのほかございますか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１５号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第１５号は、質疑までにと
どめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１５　議案第１６号
○議長（山本　芳昭君）タブレット７２ページから７３ページ、日程第１５、議案第１６
号、日南町監査委員条例等の一部改正についてを議題とします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第１６号、日南町監査委員条例等の一部改正について。次の
とおり、日南町監査委員条例等の一部を改正する条例につきまして、地方自治法第９６条
第１項の規定によりまして、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要ですが、地方自治法等の一部を改正する法律によりまして、日南町監査委員条例等
の一部を改正するものでございます。
　内容ですが、条例内に引用する地方自治法の条項を改めるものでございます。いわゆる
条項のずれを改めるという内容でございます。先ほどの改正する条例ですが、先ほど「
等」という表現をしましたが、日南町監査委員の条例、そして日南町病院事業の設置等に
関する条例、日南町簡易水道事業の設置等に関する条例、日南町下水道事業の設置等に関
する条例が該当するものでございます。
　施行期日ですが、令和２年４月１日から施行ということです。どうぞよろしくお願いし
ます。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１６号は、審議の都合により、



本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第１６号は、質疑までにと
どめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１６　議案第１７号　及び　日程第１７　議案第１８号
○議長（山本　芳昭君）タブレット７４ページから、日程第１６、議案第１７号、日南町
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について、日程第
１７、議案第１８号、日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
について、以上、条例の一部改正関係２議案を一括議題とします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第１７号、日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部改正について。次のとおり、日南町特別職の職員で常勤のものの給与
及び旅費に関する条例の一部を改正する条例につきまして、地方自治法第９６条第１項の
規定によりまして、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要ですが、特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律に準じまして、日
南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正するものでござ
います。
　内容ですが、期末手当の支給月数を３．３５月から３．４０月に引き上げるものでござ
います。期日ですが、令和２年４月１日から施行ということでございます。
　続きまして、議案第１８号、日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部改正でございます。次のとおり、日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例につきまして、地方自治法第９６条第１項の規定によりまし
て、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要ですが、特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律に準じまして、日
南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正するものでございま
す。
　内容ですが、期末手当の支給月数を３．３５月から３．４０月に引き上げる内容でござ
います。この条例は令和２年４月１日からの施行でございます。どうぞよろしくお願いし
ます。
○議長（山本　芳昭君）これより各案に対する質疑を許します。
　まず、議案第１７号の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）次に、議案第１８号の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１７号及び議案第１８号は、審
議の都合により、本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありません
か。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第１７号及び議案第１８号
は、質疑までにとどめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１８　議案第１９号
○議長（山本　芳昭君）タブレット７６ページから７８ページ、日程第１８、議案第１９
号、日南町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正につ
いてを議題とします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第１９号、日南町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部改正について。次のとおり、日南町特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償に関する条例につきまして、地方自治法第９６条第１項の規定によ
りまして、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要ですが、国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律及び公職選挙法の一部を
改正する法律によりまして、日南町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正するものでございます。
　内容ですが、いわゆる選挙に関係する役職の皆さんの、いわゆる選挙長、投票管理者、



期日前投票管理者、開票管理者、投票立会人の５つの区分の役職につきましては、現行よ
りもそれぞれ２００円ずつアップするという内容でございます。また、期日前の投票立会
人と開票立会人、選挙立ち会いにつきましては、それぞれ現行の金額に１００円をプラス
するという内容でございます。この条例は公布の日から施行という内容でございます。ど
うぞよろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１９号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第１９号は、質疑までにと
どめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１９　議案第２０号
○議長（山本　芳昭君）タブレット７９ページから８０ページ、日程第１９、議案第２０
号、日南町消防団条例の一部改正についてを議題とします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第２０号、日南町消防団条例の一部改正について。次のとお
り、日南町消防団条例について、地方自治法第９６条第１項の規定によりまして、本議会
の議決を求めるものでございます。
　概要ですが、消防団員に対する費用弁償について増額をするものでございます。
　内容ですが、水火災、その他の災害の場合、警戒の場合、訓練の場合、その他の職務に
従事する場合の費用弁償につきまして、現在の費用弁償額３，０００円という金額です
が、それを３，５００円に増額するものでございます。それぞれ５００円ずつの改正をさ
せていただきたいというふうに思っております。
　近年、消防団員に係る役割っていうものは多くなっておりますし、１０年以上も改正を
現在してきてなかったという経過も踏まえまして、５００円の増額の改正をさせていただ
きたいというものでございます。この条例は令和２年４月１日から施行ということの内容
でございます。どうぞよろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。議案第２０号につきまして、若干追加の説
明をさせていただきます。
　ただいま町長のほうから提案いたしましたとおり、団員の費用弁償の額の増額をこのた
び改正をお願いするものです。こちらにつきましては令和２年度の当初予算にも影響して
まいりますが、当初予算の予算審査の中で費用弁償の額の増額というふうな判断をさせて
いただいたとこでございます。団員報酬につきましては、年額の基本的な報酬と、それと
１回当たり出動に対する費用弁償という２通りの報酬の支払い方をしております。基本報
酬部分につきましては、平成２４年度に一度若干の増額をしておりますけども、費用弁償
については長い間見直しをしておりませんし、２４年からもう随分たっております。近
年、消防団員の確保なかなか難しい中で、少しでも励みになるようにということで、今
回、５００円の１回当たりの費用弁償について増額をお願いをするものでございます。よ
ろしくお願いいたします。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第２０号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第２０号は、質疑までにと
どめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２０　議案第２１号
○議長（山本　芳昭君）タブレット８１ページから、日程第２０、議案第２１号、日南町
被災者住宅再建等支援事業助成条例の一部改正についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。



○町長（中村　英明君）議案第２１号、日南町被災者住宅再建等支援事業助成条例の一部
改正についてでございます。次のとおり、日南町被災者住宅再建等支援事業助成条例の一
部を改正する条例について、地方自治法第９６条第１項の規定によりまして、本議会の議
決を求めるものでございます。
　概要ですが、災害救助法に定める応急修理の対象が一部損壊、被害割合が１０％以上で
ございますが、そこまでに拡大され３０万円を上限に支援金が支払われることになったた
め、鳥取県被災者住宅再建等支援制度の見直しが行われる。このため、町の同制度に当た
っても支援の拡充を行うための所要の改正を行うものでございます。
　被害割合が１０％以上の世帯に支給されていた被災者住宅再建等支援金につきまして、
国の制度が拡充され、被害割合が１０％以上の世帯は３０万円を上限に応急修理の支援が
受けられるようになったことから、当面の間、町が行う支援につきましては国の支援が受
けられないものに限ることとしました。なお、一部損壊１０％未満に対する被災者住宅の
再建促進資金につきましては、一律２万円であったところを、５％から１０％未満につき
ましては５万円に、５％未満の住宅につきましては２万円に拡充して、段階的な支援を行
うものでございます。施行ですが、この条例は公布の日から施行ということでございま
す。よろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。議案第２１号につきまして、若干追加の説
明をいたします。
　内容は町長が提案をしましたとおりですが、今回、昨年度の台風の大きな被害を受けま
して、国の支援制度が従来２０パー以上の半壊以上からの支援でした。それが一部損壊、
１０％以上のものにも国の支援が受けれるというふうな改正がありました。従来、この鳥
取県の本条例の制度は、鳥取県、そして県内全市町村が同じ基準で制度をつくって基金を
拠出しながら運用を行っている制度ですけども、この国の制度の改正に伴いまして、県下
で集まって協議をさせていただきました。その中で今回、国の制度の対象となる１０％と
いうところについて、国が補填をしたものについては国の制度を使っていただく、国が補
填できなかった部分については従来どおり県や町で行うということ。それと軽度の被害と
なる５％以上１０％未満、この部分について、従来は１０％未満は全て２万円でしたけれ
ども、１段階設けて手厚い支援を行うということで、５万円という支援金のランクを新た
に設けたということでございます。以上でございます。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を許します。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）この被災者の住宅再建の支援ですけども、現在、この条例
に基づいて事業を申請されて、事業が執行されている方はいられますか。事例を教えてく
ださい。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）現在、日南町内では事例は発生をしておりませんが、近年で
いいますと、一昨年の倉吉の中部大地震において、この新規制度を活用した支援が行われ
ております。その関係がありまして、平成３０年度末の基金残高が今約１５億円ぐらいに
なっておりまして、県と町で合わせて２０億円を目標として基金を運営するということで
すので、しばらく各町の負担は２０億になるまでは続くというふうに思っておりますけど
も、その基金を維持しながらこういった事態に備えるという制度でございます。よろしく
お願いします。
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第２１号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第２１号は、質疑までにと
どめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２１　議案第２２号
○議長（山本　芳昭君）タブレット８２ページから８５ページ、日程第２１、議案第２２
号、日南町営住宅の設置及び管理に関する条例等の一部改正についてを議題とします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第２２号、日南町営住宅の設置及び管理に関する条例等の一
部改正についてでございます。次のとおり、日南町営住宅の設置及び管理に関する条例等
の一部を改正する条例につきまして、地方自治法第９６条第１項の規定によりまして、本



議会の議決を求めるものでございます。
　概要ですが、民法の一部を改正する法律によりまして、日南町営住宅の設置及び管理に
関する条例の一部の改正及び日南町特定公共賃貸住宅の設置及び管理に関する条例の一部
の改正を行うほか、所要の改正を行うものでございます。
　内容ですが、具体的には入居募集の方法のホームページへの掲載を追加すること、ある
いは連帯保証人の極度額の設定をするものでございます。いわゆる連帯保証人が保証する
極度額を、入居時の契約家賃６カ月相当に設定するものでございます。また、遅延損害金
等に関する利息につきまして、年５％と規定したものを法定利率に改めるものでございま
す。
　改正する条例ですが、日南町営住宅の設置及び管理に関する条例及び日南町特定公共賃
貸住宅の設置及び管理に関する条例でございます。
　施行期日ですが、この条例は公布の日から施行する。ただし、第１条中第１１条第１項
の改正規定及び第２条中第１１条第１項の改正規定につきましては、令和２年４月１日か
ら施行でございます。どうぞよろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を許します。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）今、保証人は１名ですよね、２名ですか。その人数と、
私、公営住宅に入ったことがないのですけども、それと、実際に今入居されている人が高
齢のために例えば連帯保証人がとれない、なかなかとれないというふうな話もよく聞い
て、国交省が実際には公営住宅の保証人をとらなくてもいいというふうな方向に、各地方
自治体関係にもそういう通達を発出しているというふうに私は情報を得ているんですけど
も、今回限度額を設置するということだけども、実際に今入居していられる人が保証人を
求めることについて、建設課が担当になるかと思いますが、どのような意見を伺っていら
れるのかという点について、ちょっとお聞きしたいと思います。保証人の人数と。
○議長（山本　芳昭君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）町の公営住宅に関する入居に伴って請書というものをつくり
ますが、今のところ連帯保証人は基本的に２名を添えて入居ということで手続を行ってお
りますが、議員おっしゃりますように、高齢だとか近親者がいないとか、そういった方、
ほかでは外国人とか低所得者とか、そういったようなことで保証人が２名がそろえられな
いという場合が実際全国的にも起こってきております。町の場合は、基本的にはこれまで
も住宅で亡くなられる方とか、そういったことがありますので、身元引き受けという観点
からも、連帯保証人は最低１人というところで対応してるところです。
　御指摘の国の方針というのは、先ほどの保証人をなかなか探せない、立てられないとい
う方のために、セーフティーネットということで保証会社、保証事業のような形で仕組み
をつくるというとこで動いております。現在、県のほうからも鳥取県のあんしん賃貸支援
事業というものがつくられてきておりますが、こういったことで、必ずしも連帯保証人と
いう形ではなく、この賃貸支援事業とかいうものも今後取り組んでいくことを検討しなけ
ればならないのかなという時期に来ております。
○議長（山本　芳昭君）それと、今入居している人が対象かというような質問もあったよ
うな気がしますが。
　財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）今、入居されてる方々に新たなことを求めるかという点であ
ります。今回の改正は、民法の一部改正が４月１日に起こるということから関連する条例
の条項を変えておりますが、基本的に４月１日以前の契約は従前のものが適用されるとい
う形になっておりますので、今回は４月１日以降の新たな契約ということとなります。で
すので、従前の方は従前というとこですが、やはり連帯保証人の極度額につきましては青
天井というわけにはいかないと思いますので、そういったものも照らし合わせながら、そ
こまで滞納させないというのが基本ではありますけども、そういったものを、新しい民法
も踏まえて、今後、公営住宅の運営に当たりたいというふうに考えております。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）２２条のところにあります、通常の使用による損耗しか生
じていない場合についても畳縁の交換とかの費用も退去者が負担するというような文言に
読んだわけですけど、これは、何か自分の認識が違うかもしれませんけど、通常の使用に
際してできた、何かな、痛みぐあい、畳の欠けとかは含まれないというようなことが自分
は認識しとったわけですけど、そういう面でも退去者に費用を求めるということでしょう
か。
○議長（山本　芳昭君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）この条項、２２条の入居者の費用負担義務の件です。これま



で、従前に示しております畳の表がえとか、特に障子、ふすま、そういったものの張りか
えというのは、基本的には退去のときにかえてもらうというのが基本的な運営をしており
まして、極端に短い、数カ月とか、そういった場合には現状を退去時に確認をして、不要
なのか、どういうんですかね、免除するのか、そういったものを口頭で現場で立ち合って
決めております。ただ、じゃあ１年なら大丈夫なのか、そういったところでやはり使われ
ている状態もありまして、現場ではなかなかトラブルになるというとこで、原則、使用に
よる損耗は基本的には入居者の負担というとこを明記しております。ですので、運用にお
いて軽微なものは協議して免除してるというところで扱いたいというふうに考えておりま
す。
○議長（山本　芳昭君）よろしいですか。
　以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第２２号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第２２号は、質疑までにと
どめることに決定いたしました。
　ここで暫時休憩といたします。再開を午後１時からといたします。
　　　　　　　　　　　　　　午後０時１０分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後１時００分再開
○議長（山本　芳昭君）休憩前に引き続き会議を再開します。
　まず、執行部から発言を求められていますので、これを許します。
　木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。午前中に議案の提案をさせていただきまし
た議案第１９号につきまして、お手元に今、紙でお配りをさせていただいておりますけど
も、議案の中で文字の脱落を発見をしていただき、御指摘いただきました。内容につきま
しては赤字で表示しておりますけども、議案本文の「次のとおり」から始まる部分の、非
常勤職員とすべきものを常勤ということで「非」が抜けてございました。おわびをして、
文字の脱落について修正をさせていただきたいというふうに思います。申しわけありませ
んでした。
○議長（山本　芳昭君）訂正していただきたいと思います。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２２　議案第２３号
○議長（山本　芳昭君）そういたしますと、タブレット８６ページから、日程第２２、議
案第２３号、日南町簡易水道等施設の設置及び給水に関する条例の一部改正についてを議
題とします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第２３号、日南町簡易水道等施設の設置及び給水に関する条
例の一部改正についてでございます。次のとおり、日南町簡易水道等施設の設置及び給水
に関する条例の一部を改正する条例につきまして、地方自治法第９６条第１項の規定によ
りまして、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要ですが、水道法の一部を改正する法律によりまして、給水装置工事事業者指定の有
効期間が定められたことに伴いまして、給水装置工事事業者指定の手数料について見直し
を行ったものでございます。平成８年に創設されました指定給水装置工事事業者制度につ
きまして、新規の指定のみを今まで行ってきておりましたが、業者の休廃止等の実態が反
映しづらい状態にありました。全国で無届けの工事や不良工事が発生したこともありまし
て、工事を適正に行うための資質の保持等を図るため、指定給水装置工事事業者の指定の
更新制が導入されたこととなりました。更新は５年ごとに行われますので、新規登録時あ
るいは更新時の手数料等について見直しを行うものでございます。
　具体的には、新規に指定するときのみ２万円としておりました給水装置工事事業者指定
の手数料を改めまして、新規、更新時ともにそれぞれ１万円とする内容でございます。施
行の期日につきましては、公布の日から施行ということでございます。どうぞよろしくお
願いします。
○議長（山本　芳昭君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第２３号は、審議の都合により、



本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第２３号は、質疑までにと
どめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２３　議案第２４号　から　日程第３０　議案第３１号
○議長（山本　芳昭君）タブレットの令和元年度補正予算書ファイルをお開きください。
日程第２３、議案第２４号、令和元年度日南町一般会計補正予算（第７号）、日程第
２４、議案第２５号、令和元年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、日程
第２５、議案第２６号、令和元年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）、日程第
２６、議案第２７号、令和元年度日南町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）、
日程第２７、議案第２８号、令和元年度日南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３
号）、日程第２８、議案第２９号、令和元年度日南町簡易水道事業会計補正予算（第３
号）、日程第２９、議案第３０号、令和元年度日南町下水道事業会計補正予算（第３号）
、日程第３０、議案第３１号、令和元年度日南町病院事業会計補正予算（第３号）、以
上、令和元年度補正予算関係８議案を一括議題とします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第２４号、令和元年度日南町一般会計補正予算（第７号）で
ございます。
　令和元年度日南町の一般会計補正予算（第７号）は次の定めるところによるということ
で、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３億５，３５７万１，０００円を
減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７７億３，７７６万６，０００円とする
ものでございます。それぞれ第１表につきましては歳入歳出予算の補正を記載させてもら
っておりますし、第２条におきましては繰越明許費の補正をお願いするものであります
し、第３条につきましては債務負担行為の補正をお願いするものであります。第４条につ
きましては、第４表にあります地方債の補正を明記しておりますのでごらんいただければ
というふうに思っております。
　内容ですが、予算現額が８０億９，１３３万７，０００円ですが、今回の補正で減額の
３億５，３５７万１，０００円をお願いするもので、補正後の予算額が７７億３，７７６
万６，０００円をお願いするものでございます。
　補正の主な内容ですが、歳入のほうですが、重立ったものを説明させていただきたいと
思います。町税ですが、３００万円の増額を予定しております。町税の中の法人税割の実
績見込みということでの増額を予定しております。２番目に地方交付税ですが、今回
６，１７２万７，０００円の増額を見込んでおります。いわゆる普通交付税の額の確定と
いうことによる増額でありまして、確定額が総額で２５億６，１７２万７，０００円を見
込んでおるところであります。あと、国庫支出金、県支出金の減額がありますけれども、
それぞれの事業の実績見込みということでの減額を見込んでおります。繰入金のほうも減
額ですが、１，４８５万５，０００円を見込んでおりまして、地域医療総合確保基金、繰
入金等の実績見込みによる減を予定しております。諸収入のほうもマイナスの１，２４８
万６，０００円を見込んでおりまして、プレミアムの商品券の販売収入の実績見込みによ
る減を予定しております。町債のほうも減額で１億９，２１０万円ということで、該当充
当事業の実績見込みによる減を予定しております。
　歳出のほうでありますが、それぞれ今までの事業推進に当たっての実績等によりまして
減額するという内容が主体的でありますけれども、重立ったものを増も含めて御説明させ
ていただきたいと思います。
　一般管理事務ですが、１１０万円の増を見込んでおります。いわゆる選挙だとか６０周
年の事業とかありまして、コピーの使用料の増額をお願いするものでございます。それと
民生一般の管理事務の中の福祉保健課の該当分ですが、マイナスの１，８３６万
２，０００円を計上させていただいております。いわゆるプレミアムの商品券の実績見込
みによる減でございます。それと増額ですが、介護保険事業のほうで２，８２７万
２，０００円を見込んでおります。介護保険とか介護サービス事業の特別会計への繰出金
による増でございます。それと、じんかい処理事業ということでマイナスの１，３３９万
６，０００円を見込んでおります。清掃センターの改修工事の精算による減額でございま
す。また、農業後継者育成対策事業としてマイナスの１，０８０万１，０００円、就農条
件整備事業の補助金だとか、次世代人材投資資金の実績の見込みによります減を見込んで
おります。また、２１世紀の水田農業確立対策事業ということで、マイナスの約
３，３５５万２，０００円を見込んでおります。いわゆるがんばる農家プラン事業と農業



振興補助金等の実績見込みによる減でございます。農地中間管理事業ですが、マイナスの
２，２５９万円ということで、機構集積協力金の実績見込みによる減でございます。建設
課のほうですが、国土調査事業ということで、プラスですが１，５５１万５，０００円を
見込んでおりまして、いわゆる国の補正予算によります、予算の前倒しによる増額を見込
んでおるところでございます。それと森林保全総合対策事業ということで、マイナスです
が１，３００万余りを計上させてもらっております。高性能機械の林業機械のリース支援
事業ですが、実績見込みによる減額を見込んでおります。それと防災対策事業として、マ
イナスですが１億３０万円を見込んでおります。いわゆるデジタル防災無線事業の関係の
実績見込みによる減額でございます。あと、総合文化センターの管理事務としまして、△
ですが１，０００万余りを計上させてもらっております。いわゆるエレベーター事業だと
か、喫茶室の改修の事業の実績見込みということで上げさせていただいておるとこです。
また、社会体育施設管理運営事務ということで、マイナスですが１，６００万余りを計上
させていただいております。北の原の駐車場整備事業の内容変更に伴う減額でございま
す。主なものを申し上げました。
　なお、今回、一般会計の補正予算の中で、第３表に債務負担行為の補正というのがある
というふうに思っておりますが、今、事務推進上で誤りがあったということで報告を受け
ておりまして、担当者の認識の誤りであったり、組織上でありましたらチェック的な機能
の甘さだったなというふうに思っておりまして、私のほうからも深くおわび申し上げます
とともに、今年度も研修等やりましたけれども、さらに来年度も徹底した会計等も含めた
職員研修に努めていきたいというふうに思っておりますので、どうぞ御理解いただければ
と思います。
　続きまして、議案第２５号、令和元年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第３
号）でございますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，９２５万８，０００円
を追加して、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億４，７７４万５，０００円とす
るものでございます。
　主な補正としての歳入でございますが、県支出金が２，６５６万７，０００円の増額で
ありまして、繰入金を△の７４１万１，０００円にするものでございます。歳出のほうで
すが、一般管理事務としまして、職員給与費の減額ということで△の３４５万９，０００
円を見込んでおりますし、保険給付事業として、いわゆる実績見込みの増額でありますが
１，６００万円をお願いするものでありますし、また、病院の運営整備事業ということで
１，０４９万７，０００円の増額をお願いするものであります。いわゆる病院会計への繰
出金ということであります。あと、保健衛生普及活動事務としまして、△ですが３８５万
円ということで、人間ドックあたりの委託料に伴う保険給付の負担金の実績によりまして
の減額を見込んでおるところでございます。
　続きまして、議案第２６号、令和元年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）で
ございますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６９９万９，０００円を追加し、
歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億７，２９８万７，０００円とする内容でござ
います。
　主な補正でありますが、歳入でありますが、保険料を６６６万１，０００円の増。あ
と、国庫支出金が９６４万６，０００円を増額しております。なお、支払い基金の交付
金、あるいは県支出金のほうは減額であります。歳出のほうが、保険給付事務、それぞれ
の区分がありますが、実績見込みによりましてそれぞれ増減があるところでありますが、
合わせまして国、県の支出金の過年度分の返還事務ということで８６７万４，０００円が
確定しておりますので、返還するという内容を含んでおるところでございます。
　続きまして、議案第２７号、令和元年度日南町介護サービス事業特別会計補正予算（第
２号）でございますが、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２４１万円を減額し、
歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１１万３，０００円とするものでございま
す。
　主な補正ですが、繰入金のほうが２，５０５万２，０００円の増。諸収入ですが、マイ
ナスですが２，７４６万２，０００円を歳入補正をさせていただきまして、歳出のほうで
すが、居宅介護事業ということで、あかねの郷の増築工事の精算による減額ということ
で、△の２４１万円を含む内容でございます。
　続きまして、議案第２８号、令和元年度日南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３
号）でございますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６５０万円を追加し、歳入
歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１，０４２万１，０００円とする内容でございま
す。
　主な補正の内容ですが、保険料を２５０万円、諸収入を４００万円の増額を見込んでお
るところでございまして、あわせて歳出のほうですが、後期高齢者の医療広域連合納付金



を２５０万円、それと保険料の還付金ということで４００万円、冒頭御挨拶のところで御
説明させていただきましたが、システムの誤りによる過年度分の保険料の更正を行うもの
でございます。なお、第２条で記載ありますが、繰越明許費のほうを第２表のほうで明記
をさせていただいているところでございます。
　続きまして、議案第２９号、令和元年度日南町簡易水道事業会計補正予算（第３号）で
ございます。内容でございますが、収益収入と支出の関係でございますが、簡易水道の事
業収益のほうを、△ですが５３４万４，０００円を見込ませていただいております。内容
的には給水の収益がマイナスの２０５万９，０００円ということで実績見込みを上げてお
ります。また、資本費の繰り入れ収入ということで、△ですが２７６万３，０００円を見
込んでおります。起債の償還の支払い利息の減というのが内容でございます。なお、簡易
水道事業の費用のほうでございますが、補正額が４１０万円を見込んでおります。
　主な支出の内容でございますが、光熱水費が８０万円の増を見込んでおりますし、修繕
費のほうを８０万円の減ということを見込んでおります。また、先ほども収入のほうでも
申し上げましたが、支払い利息のほうで△ですが５６３万５，０００円を見込んでおりま
す。事業の繰り越しであったり利率変更ということでの支払い利息の減の内容でございま
す。また、消費税の関係も△ですが１５０万５，０００円ということで、申告消費税の額
の確定による不用額であります。
　続きまして、資本的支出のほうですが、補正額を９万円見込んでおります。内容です
が、工具の器具及び備品という科目ですが、１万９，０００円の減ということで、実績に
よるものと、企業債元金償還金ということで１０万９，０００円ということで、借入利率
の変更による増額を見込ませていただいているところでございます。
　続きまして、議案第３０号、令和元年度日南町下水道事業会計補正予算（第３号）でご
ざいます。主な内容でございますが、収益的収入支出の関係で申し上げますと、収益は△
の５６万３，０００円を見込んでおります。
　主な内容ですが、いわゆる他会計の補助金が△の１６万７，０００円、事業費分の減額
とあわせまして、長期前受け金の戻入、戻し入れですが、△の３９万６，０００円という
ことで、国庫補助金分の減額を見込んでおります。費用のほうでございますが、総額が△
の４０３万２，０００円を見込ませていただいております。内容ですが、光熱水費等のポ
ンプ場であったり、処理場の光熱水費ですが、実績による増額を見込ませていただいてお
りますし、支払い利息のほうも、企業債の利息ですが△の１６万７，０００円を見込んで
おります。また、消費税の関連で申し上げますと△の２８９万４，０００円を見込んでお
りまして、申告による確定の不用額による減でございます。
　続きまして、資本的収入支出のほうでございますが、資本的収入で補正額が△の５８０
万８，０００円を見込ませていただいております。主な理由でございますが、企業債が△
の３６０万円、それに伴いまして、事業実績に伴いましての補助金等の減額ということ
で、浄化槽の整備事業の確定によりましての内容を計上させてもらっております。資本的
支出のほうですが、△の５８０万７，０００円ということで、主な内容ですが、浄化槽の
設置工事の確定によりましての△の５８０万８，０００円を見込ませていただいていると
ころの内容でございます。
　続きまして、議案第３１号、令和元年度日南町病院事業会計補正予算（第３号）でござ
いますが、主な内容でございますが、収益的収支のほうで申し上げますと、病院事業収益
ですが、全体で４１４万９，０００円を見込ませていただいております。
　主な内容ですが、保健事業で国庫補助金の金額の申請によりまして増額となっておりま
して、また、同特別交付金対象機器の購入費の減によりまして、県の補助金の減額を見込
んでおるところでございます。費用のほうでございますが、収益のほうと同額であります
が、４１４万９，０００円を見込んでおります。内容でございますが、入院実績に伴いま
して、委託経費だとか賃借使用料によります経費だとか研究研修費、消費税の増額という
内容のものでございます。
　続きまして、資本的収入及び支出の内容でございますが、資本的収入が今回補正額で△
の３６２万２，０００円を見込ませていただいております。内容的には、国庫補助金の申
請によりまして増額となりました。あるいは対象機器の購入費の減ということでありまし
て、県の補助金の減額を見込んでおります。また、あわせて企業債の金額の減額を整理さ
せていただいたところでございます。具体的な数字を申し上げますと、国庫補助金につき
ましては５５８万３，０００円のプラス、県補助金が△の４０万５，０００円、病院施設
の改良事業債ですが△の８４０万円、機械備品の整備債ということで４０万円の減額を見
込ませていただいているところでございます。
　続きまして、資本的支出のほうですが、今回の補正額が△の１７８万４，０００円を見
込ませていただいているところです。いわゆるナースコールの設備更新工事だとか、エッ



クス線のポータブルの撮影装置、これの契約によりましての減額という内容でございま
す。
　以上、補正予算関連の説明を終わりたいと思います。どうぞよろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。私のほうから補正予算の議案につきまし
て、若干追加の説明をさせていただきたいと思います。
　まず、議案第２４号、一般会計補正予算（第７号）でございます。町長の説明がありま
したとおり、予算書第２条、３条、４条にそれぞれ繰越明許費、債務負担行為補正、地方
債の補正が規定をしてございます。こちらについて説明をさせていただきたいと思いま
す。
　まず、タブレット６ページの繰越明許費につきましては、本日、皆様方の机の上に紙ベ
ースで第２表を補完する形の資料をお配りしております。予算書のほうでは事業名としか
ございませんけども、事業内容がわかるものということで、事業内訳として事業内訳書を
つくらせていただき、それぞれの事業費、金額を記載をさせていただいております。個々
に簡単にではありますが、説明をいたします。
　まず、上からタウンズネット管理運営事務、こちらにつきましてはＴＯＷＮＳ－ＮＥＴ
の光化事業の工事でございます。工事費４，５００万円、こちらにつきましては全協等で
も説明をしておると思いますが、宅内工事について、住民の方との工事日程の難航により
年度内完了が見込めなくなったということで、必要額を繰り越させて実施をさせていただ
くものです。
　続いて、農業費の経営所得安定事業、阿毘縁地区の基盤整備事業の負担金でございま
す。２８５万円、こちらにつきましては、阿毘縁地区の基盤整備の入札が不調によりまし
て落札業者が年度内に決定、契約できない状況だということで繰り越すものでございま
す。続いて、同じ事業ですが印賀、白谷地区の県営土地改良事業の調査費の負担金でござ
います。こちらにつきましては３６４万ということですが、印賀地区につきましては相続
関係の土地の関係で、関係者との連絡調整に時間を要しておるということ。また、白谷地
区につきましては地籍調査に係る境界測量作業が若干おくれておるということで、調査の
ほうがおくれているようでございます。
　続きまして、農用地総合整備事業につきましては６８６万ということでございますけど
も、こちらは県営の土地改良事業でございますが、こちらの委託料、報償費、需用費等が
執行できない状況ということで繰り越させていただくようでございます。
　続いて、国土調査事業５，５７０万円、こちらにつきましては先般、国の補正で前倒し
といいますか補正予算をいただいて、年度内に発注事務を進めておるところでございま
す。令和２年度予算とあわせて執行を進めたいというふうに思っております。
　続きまして、林業一般管理事務２００万です。こちらは森林経営管理法の施行に係る調
査委託料ということで、森林組合さんにお願いしてる事業について、若干おくれておると
いうことで繰り越させていただくものです。
　続いて、林業成長産業化モデル事業のうち、７，５００万につきましてはＦＳＣ製品流
通拡大事業の補助金でございます。こちらにつきましては本日、町長のほうからも挨拶の
中でありましたとおり、日南大建さんの工事発注が先般なったということで、７月末の完
成を目指して現在事業を進行しております。続きまして、木材団地の造成事業６億６９９
万２，０００円、こちらにつきましても、団地造成用地交渉等について現在おくれており
ます。２年度への繰り越しの上で執行をお願いをするものでございます。続いて、同じく
モデル事業のうち委託費でございます。水源地の調査、こちらについても、これまで御報
告させていただいておりますとおり、木材団地の水源が不足をしておるということで、電
気探査による水源調査を実施をさせていただく予算を２年度にわたってお願いするもので
す。
　続いて、町造林事業５，５５４万でございます。こちらは元年度予定しておりました町
有林の皆伐新植事業または間伐事業につきまして、年度内完了困難ということでの繰り越
しでございます。
　続いて、治山事業につきましては、単県小規模急傾斜地の崩壊対策事業でございます。
こちらにつきましても、福寿実、神福地区工事費、用地費、補償費含めて２年度への繰り
越しをお願いするものです。
　林道新設改良事業１億３，１５２万５，０００円でございます。こちらにつきまして
は、林道３路線でございます。林道内方線、委託費、工事費、林道船通山線の落石対策に
関する工事費、窓山線、県営でございますけども、こちらの県への負担金、それぞれの事
業を繰り越しで実施をいたしたいと思います。
　続いて、町道の維持管理事業でございます。５，８３０万、こちらにつきましては落石



対策事業として、町道奥粟谷線、佐木谷虫尾線、それぞれの工事費、用地費に係るもので
ございます。道路新設改良事業につきましては、町道霞福塚線の工事費、用地費、補償
費、内方線に係る工事費を繰り越すものでございます。
　それから、住宅管理事務で６８８万円、こちらにつきましてはカンファト団地の修繕工
事を予定をしておりましたけども、２年度への繰り越しをお願いするものです。
　続いて、生涯教育総合推進事業につきましては、町史編さん事業の印刷製本、発送の部
分の委託を、こちらも２年度６月末ぐらいまでに完了予定ということでの繰り越しての実
施をお願いするものです。
　続いて、文化センターの管理運営、エレベーターの改修事業でございます。こちらにつ
きましても発注が年度末になって、２年度中での完成を見込むということでお願いするも
のです。
　最後に、社会体育施設、北の原駐車場の整備事業、こちらにつきましても事業整理に時
間を要しておりましたが、このたび急いで発注をして早期完了を目指したいというふうに
思います。
　以上、たくさんの項目になりますけども、合わせまして１１億９，４１０万９，０００
円という大きな繰り越しになります。どうぞよろしくお願いをいたします。
　続きまして、第３表、次のページ、７ページになります。こちらにつきましては、債務
負担行為の補正でございます。
　まず、上段の表、追加分としまして日南町グループウエア更改業務でございます。期限
は書いてございますとおり。限度額を８５０万。また、下の表、変更部分でございます
が、町営バス運営管理委託料、補正後が限度額が１億８，５００万円と、限度額の増額を
お願いするものです。下段の農政事務支援システムリース料につきましては、債務負担の
期間が令和２年から従来の５年から６年に１年度延びまして、限度額のほうも６８０万と
いうことでお願いをするものでございます。こちらにつきましては、先ほど町長のほうか
らも謝罪を行いましたが、下段の変更部分については既に契約を執行して業務も始まって
おるものでございますが、債務負担の限度を超えての長期契約となっております旨、お断
りをさせていただきたいというふうに思います。また、上段の追加のグループウエアの更
改業務につきましても、既に入札を執行しております。契約はまだでございますけども、
債務負担、今回お願いするものを前提とした入札を執行しております。この３件につきま
して再度おわびをさせていただいて、御審議いただきますように、どうぞよろしくお願い
いたします。大変申しわけありませんでした。
　続きまして、次ページ、地方債の補正、タブレット８ページでございます。まず、追加
のほうでございますが、緊急自然災害防止対策事業債、限度額を３，３５０万とするもの
です。起債の方法、利率、償還の方法については記載しておりますとおりでございます。
こちらにつきましては、財源のみの今回補正をさせていただいております。一般財源から
起債への財源振替の内容でございますが、内容としましては、単県の小規模急傾斜の県の
事業がございますが、これが従来、補助裏に起債が使えないというルールがありました
が、このたび防災・減災の３カ年事業の中で、この緊急自然災害防止対策事業債というの
が昨年度よりできております、令和元年度からですか。この起債が今回、今年度からこの
小規模急傾斜の事業の補助裏に使えるということになりました。つきましては、一般財源
からこの起債に振りかえて活用をさせていただきたいということで、今回、地方債の補正
をいただくものでございます。
　下段につきましては、今回変更として緊急防災・減災事業債、それから災害復旧事業
債、過疎対策事業債、そして過疎のソフト、それぞれにつきまして補正後の限度額にそれ
ぞれ緊防債が７，３５０万、災害復旧事業債が１，２５０万、過疎対策事業債が１２億
５，１６０万、過疎地域自立促進特別事業、ソフトですが１億４，５７０万に補正をする
ものでございます。総額では減額の２億２，５６０万となります。こちらにつきましては
事業実績、精査によります今回の最終補正に伴う起債額の減でございます。追加分も含め
まして、差し引きが１億９，２１０万円の起債発行の減額となります。御報告いたしま
す。
　それと、もう１点は、議案第２８号、日南町後期高齢者医療特別会計の補正予算（第３
号）でございます。こちらの第２条に繰越明許費を計上させていただいております。こち
らについて、タブレット８９ページになりますが、繰越明許費の第２表をつけておりま
す。こちらにつきましては、町長ほうから補正内容の説明ございましたが、このたびの後
期高齢者医療連合の保険料の過徴収に係る返還金の事務に係るものでございます。このた
び日南町が返還する部分の保険料、それと加算金を４００万計上させていただいておりま
すけども、この保険料の返還事務にこのたび補正をいただいて取りかかりますけども、実
態として、後期高齢者医療ですので保険者の方が既にお亡くなりになられてる方がかなり



の割合であるということで、返還事務にも時間を要すということを前提に繰越予算をさせ
ていただきながら、できるだけ早い返還事務を進めたいというふうに考えておりますの
で、繰り越しについてお認めいただけますようによろしくお願いをいたします。
　私のほうからの説明は以上です。
○議長（山本　芳昭君）これより、各案に対する質疑を許します。質疑は議案ごとに行い
ます。
　まず、議案第２４号、令和元年度日南町一般会計補正予算（第７号）から質疑を行いま
すが、まず、６ページ、繰越明許費の補正につきまして、それから７ページ、債務負担行
為の補正について、そして８ページ、地方債の補正について質疑を受けたいと思います。
　これより質疑を許します。
　まず最初に、６ページ、繰越明許費補正について質疑ございますか。
　６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）繰越明許の説明のほうをいただいたわけでございますが、
多くのものが土木工事であったり、あるいは事前に全協で情報をいただいたりしたような
ものでございますが、その中で、ただ、カンファト団地の修繕工事、こちらにつきまして
ちょっと確認をさせていただきたいと思います。当初予算で３戸分が見込まれておりまし
て、全額が繰り越しということになっております。その理由というのがどのようなものか
ということを伺いたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）最初にカンファト団地ですね。今回、カンファト団地の屋根
の修繕ということで、３１年の当初予算で工事費として６８８万円を計上したものを全額
繰り越しするという内容となっております。当初予算の編成の中で、これ以外にも委託料
として長寿命化計画ともろもろの修繕設計を委託を予算要求いたしましたが、そのあたり
は建設課の職員の中で対応するようにということで、予算の査定が落とされております。
ただ、実際、建築絡みの設計積算っていうのは、やはり専門的なというところが必要でし
て、他の課の建築物に関しては、大抵設計施工管理がついてるというところで、正直、う
ちの職員では無理だったというのが実情です。ただ、そうしても実際、長寿命化に伴う修
繕計画というのは当初の予算でカンファトの住宅の屋根から始めていこうということで、
昨年の予算当初には御説明したとおりでありますが、今、実際は設計積算は難しいので業
者のほうへ見積もりを数社徴集して、それで実施していこうということで動き始めてま
す。実際、それが年度内完了が難しいというところと、あと、この時期です。ことしは雪
は少なかったですけども、やはり施行的には気候が落ちついた春先とかそういったところ
で実施したいということで、今回は繰り越しをお願いしてるところであります。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）先ほど設計積算の業務が建設課ではできないということ
で、その設計については、これは３１年度、今年度の令和元年度の事業ではなくて、新年
度予算で確保するということでしょうか。どちらの予算になりますか。
○議長（山本　芳昭君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）設計につきましては職員では難しいということですので、
今、業者への見積もりということで施工費をトータルして発注に伴う見積もり依頼をして
るところです。ですので、実際は職員が設計しないと、専門の施工業者さんの見積もりに
よって設計書を組みまして発注をしたいという考え方にしております。
　予算的には、このおくれで次年度、２年度の当初予算にも絡みますけども、施行時期が
ずれるということで、２年度のほうは今度未計上で留保というふうに予算上は取り扱って
おります。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）多額の繰越明許費の計上でありますけども、この２１事業
のうち、支出負担行為がされているものはどの事業でしょうか。支出負担行為がされてい
るものとされてないものをちょっと教えていただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）今ここで正確にお答えすることができませんので、資料をつ
くらせていただいて御提示したいというふうに思います。よろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）支出負担行為がしてないものは、もう不執行で、今現在、
不執行であるというか、未執行であるというふうに理解をいたしますので、よろしくお願
いしたいと思いますが、その中で教育費の生涯教育総合推進事業、町史編さんの
１，３２６万円ですが、これのうち支出負担行為がされている金額は幾らですか。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。



○教育次長（村上　伴樹君）失礼します。この町史編さんの事業ですけれども、
１，３２６万のうち、支出負担行為は今現在全てできておりません。支出負担行為ですよ
ね。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）重ねて聞きますけども、全てしてないっていうことはあり
得ないわけですよね。昨年の８月に行政と１，７８９万６，０００円で委託契約されてお
りますよね。いわゆる委託契約した時点で支出負担行為がなされたというふうに理解をい
たしますが、そこの辺の予算額のやりくりが非常にわかりにくいです。３０年度当初で
１，２９６万円、校正編集業務で計上されました。その６月に１，２００万円債務負担行
為をして、８月に１，７８９万６，０００円で契約をされております。去年の３月の補正
で１，２９６万繰り越しをされております。３１年度当初予算でまた１，２００万円当初
予算がつけられておるという状況で、１，３２６万円の繰り越しということなんですが、
支出負担行為の経過と、今現在の予算の残額といいましょうか、未執行の額について改め
て説明をいただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）失礼します。平成３０年度から繰越明許をしました、いわゆ
る１，２９６万については負担行為をしております、そちらのほうは。今年度当初で予算
をありました１，２００万と、あと全国発送料、あと町内配本委託料、こちらのほうはま
だ負担行為のほうは起こしておりません。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）そうしますと、去年の６月に債務負担をされたものについ
ては執行がされてないということなんですよね。そうなりますと、じゃあ、契約はどの金
額でされたんですか。３０年度の予算の範囲内でされたということなんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）失礼します。契約のほうは、昨年の９月に１，９３２万
７，６８０円の額で契約をしております。当初、３０年度の予算につきましては
１，２９６万のほうを計上させていただき、６月に債務負担行為で１，２００万、６月の
議会のほうで認めていただいております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）そこまでのお話は私が説明したとおりなんですよね。だけ
ど、契約、この債務負担をされた１，２００万は、支出上どうなるんですか、ちょっと総
務課長。契約はそれも含めて契約されておるんですよね。すると、現在、１，３２６万の
繰り越しということなんですが、実際にはもう支出負担行為がされとるのは、それは支出
負担行為があろうがなかろうが繰り越しはできるんでいいんですが、実際の支出っていう
のはどれだけされてますか。契約時点で幾らか払われる、あるいは中間払いをされておる
というようなことはないんですか。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）済みません。支払いのほうですけれども、支払いは、今年度
末での出来高払いということで支払いのほうはさせていただくことになっております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）これまで支払いがなかったということなんですが、今年度
末の支払いが終わった時点で１，３２６万円が繰り越しになるということになりますと、
実際１，２９６万円余りしか業者には支払われないということなんです。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）議員言われたとおり、今年度は１，２９６万円の支払いを
し、１，３２６万円を繰越明許をするということになります。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）じゃあ、ちょっと調べてきておりませんので伺いますけ
ど、この３０年６月の債務負担行為の期限はいつまででしたか。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）済みません。今、手元の資料等で確認することはできません
ので、また後日報告をさせていただけたらと思います。
○議長（山本　芳昭君）債務負担か、今すぐできんのかな。休憩とって調べたほうがいい
んじゃないかな。いいですか。
　それでは、８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）ちょっとあれです。歳入のことをちょっと確認したいと思
いますが、繰越明許をいきなり言われたから……。
○議長（山本　芳昭君）済みません、今、段階的に。



○議員（８番　久代　安敏君）歳入のことで地方交付税と森林の譲与税のことについてお
聞き……。
○議長（山本　芳昭君）今は繰越明許費の補正を先に質疑を受けたいと思います。それが
なかったら次に質疑をしてください。
　繰越明許費の補正について質疑。
　９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）出てきました。３０年６月議会で、１，２００万は、期間
は平成３１年度となっております。ということは、今年度中に支出がされないと負担行為
が無効になるということになると思いますが、これを２年度に支払いをするっていうこと
はできるんですか、変更する必要があるんじゃないですか。ですから、３０年８月に契約
されたこと自体は問題ないと思いますよ。１，２００万は、ことしの３月３１日でもう債
務負担行為は切れてしまいますが、どうなんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）済みません。確認がとれませんで申しわけありませんが、今
おっしゃる内容でいいますと、平成３１年、すなわち元年末までしか債務負担はとってな
いということですので、今回その債務負担行為分も含んでといいますか、分を繰り越しを
させていただくということでお願いをしておるというふうに理解をしております。
○議長（山本　芳昭君）２番、古都勝人議員。
○議員（２番　古都　勝人君）非常に、債務負担行為、繰越明許、このあたりは難しいと
ころでありまして、特に感じておるのは、繰越明許をした事業についてなかなか詳しい情
報が議会にいただけない。当年度予算については逐次、全協、常任委員会等での報告もあ
りますけども、明許関連事業についても今後、進捗についてお示しをいただきたいと思い
ますが、どうでしょうか、総務課長。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）どういう形がいいのかということも含めて、協議させていた
だければというふうに思います。（発言する者あり）
○議長（山本　芳昭君）繰越明許、はい。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）林業費の成長産業化モデルの６億６９９万２，０００の木
材、あそこの大建の関係の造成の用地の進捗状況、当初予算に、これも用地のこともかな
り議論になった経過があるけども、実際に地権者の方等との交渉の過程はどうなってるの
か。常任委員会でも再々お聞きした経過がありますけども、改めてその後の経過をお聞き
したいと思いますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）木材団地の造成事業の進捗状況につきまして、御報告申し上
げます。
　予算のほうは、現在この事業につきましては執行がない、負担行為のほうは打ってない
状況でございます。用地の関係のことにつきましては、先週に地元と協議を行いまして、
集落のほうに集まっていただきました。出席者が７名だったかと思いますけども、事業を
進めるに当たり同意をもらいまして、個別に用地交渉のほうをさせていただくというよう
なお話をさせていただきました。まだ個別に金額等を提示した用地交渉のほうは行ってお
りませんけども、今後、早急に各該当される用地の所有者の方に、金額等々含めて用地交
渉のほうしていきたいというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）そのほかございますか。
　２番、古都勝人議員。
○議員（２番　古都　勝人君）あわせて聞いておきたいと思いますが、これまで議会の議
論の中で、国土調査法、地籍調査について、お金がないだという話がたくさん出てまいり
ました。今回、５，５００万ですか、繰り越されるということですが、その理由について
はどういうことであったでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）国土調査事業の５，５７０万の繰り越しにつきましては、令
和元年度の国の補正予算で追加で配分されたというところです。これは、昨年度の３０年
度の補正にも前倒し予算ということで、令和２年度の事業実施予定だったものを補正予算
としてこの時期に、今、補助金の手続をしておりますが、交付決定を受けると。当然３月
に発注しても事業が終わらないということで繰り越すというところですので、そうした補
正予算を取り込んでも事業費を確保して、国土調査、地籍調査の事業を進めるという考え
方に立って、昨年度からそういった形で進めております。２年前は認証の遅延で予算が抑
制されたこともありまして、そうしたことを、とれる予算を確保しながら進めてまいりま



すので、予算がつく時期に応じてこういった繰り越しも必要なことの手続として捉まえて
いただければというふうに思います。
○議長（山本　芳昭君）２番、古都勝人議員。
○議員（２番　古都　勝人君）今、わかりやすく説明していただいたわけですけども、地
籍調査は、遠くを見て、いわゆる一点を探すという作業で、こういった葉っぱのない時期
にやるほうが効率が伸びると言われております。夏の生い茂ったときになかなか、くい一
本探すのも大変なわけですが、そこら辺のバランスを考えて、事業進捗を当たっていただ
いたほうがいいではないかと思いますが、そこらについてはどうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）確かに、時期的には春先にくいを探すなり、境界土石を探す
なりというのはすごく有効なことですが、これ自体は国の予算の状況。実際、この前倒し
予算も、国土強靱の３カ年予算の中の一角であります。こうしたものが次年度以降、続く
ようでしたら少しでも早く事業に取り組む。実際、この地籍調査の事業は、年度が終わり
ますと業者さんが多少余裕があるというとこですので、そういったところにも仕事が張り
つけられるように、そうしたものを国の予算の動向を見据えながら進めていきたいという
ふうに考えます。
○議長（山本　芳昭君）８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）ほかの項目でもいいですか。
○議長（山本　芳昭君）はい。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）歳入の全般で。
○議長（山本　芳昭君）まだ、そっち行ってないんですけど。ちょっと待ってください。
　そうしますと、繰越明許費の補正については質疑ございませんか、よろしいですね。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）続きまして、７ページ、債務負担行為補正について質疑ございま
すか。
　６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）債務負担行為の補正でございますが、冒頭、町長のほうか
らは事務執行の誤りということで言われましたし、総務課長のほうは、追加でありますグ
ループウエアの更改業務、これについては入札のみを行った状態であるというふうに説明
があったわけでございますが、ちなみに、この入札に当たりまして、もちろん機器の使用
とかシステムの云々というようなことは資料には書いてあると思うんですけれども、支払
い条件、これっていうのはどういうふうな形で明記されておりますでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。お尋ねの支払いにつきましては、一月分ご
との後払いという形で使用しております。
○議長（山本　芳昭君）６番、岩﨑昭男議員。
○議員（６番　岩﨑　昭男君）結局、要は全体の金額が分割払いというか、翌年度以降も
複数年にわたって支払われるということだと思いますが、この入札、結局予算の裏づけが
ない中で入札をされたと。ただ、まだ契約には至ってないというところでございます。変
更であれば、確かに若干間違いがあって、金額が足りなかったよということでこのような
補正が出てくる場合もあろうかと思うんですけども、これは支払い先、相手先が決まった
中での変更であります。ところが、この追加に当たってはまだ契約行為が行われてないと
いうことになりますと、やはりここはちょっと立ちどまっていただいて、予算を承認した
後、再度契約に向かわれるっていうのが正論ではないかと思うですけど、その辺はどうで
しょうか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。議員御指摘のとおりでございます。ただ、
予算というものがやはりあっての執行という部分においては、十分な反省を踏まえて今後
につなげ、努めたいと思っております。このあたりは、何にせよ債務負担行為をお認めい
ただいてからすべきものと考えております。
○議長（山本　芳昭君）そのほかございますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）ないようでしたら、続いて、地方債補正について質疑ございます
か。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）ないようでしたら、続きまして、１２６ページからの補正予算説
明資料に沿って、各課ごとに質疑を許します。



　初めに、１２７ページから１３０ページ上段、総務課について質疑を許します。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）ちょっと総務課というよりは、歳入について。
　地方交付税について。いつも３月定例会に特別交付税が確定しますよね、会期中に。
今、２９億１，１７２万７，０００円となっていますが、補正を入れて。これは、地方交
付税の最終確定かどうなのかという確認と、それともう１点、森林環境譲与税は、昨年の
春の定例会の中で日南町森林整備基金というのを、その基金をあえて基金条例をつくられ
たわけですよね。当初予算では、基金は積み立ては行われてないわけだけども、森林環境
税も一般財源ですから自由に使われればいいんだけども、あえて昨年春に日南町森林環境
整備基金をつくられたこととの整合性を、当初、譲与税が入ることを前提に、その基金の
有効活用をということを執行部の皆さんが説明されておったような気がしておりますの
で、どのような考え方なのかなというふうに、お聞きいたします。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）御質問のまず１点目、地方交付税の予算額でございますけど
も、今現在、今回の６，１７２万２，０００円の増額につきましては、普通交付税分の確
定に伴う増額でございます。当初、２５億ちょうどを見込んでおりましたものが、２５億
６，１７２万７，０００円ということでの補正でございます。特別交付税については、例
年、３月の最終日に間に合うような形で大体決定が来るつもりでございます。予算上では
今現在、当初予算どおりの３億５，０００万のままでございます。最終日にできれば増額
での補正予算ができることを希望しております、という状況です。
　また、森林環境譲与税の関係、それと、いわゆる基金の考え方でございますけども、基
金運用の仕方につきましては、今、担当課とも話をしておりますのは、譲与税交付がある
当年度には使途を明確にした上で予算化をして、当年度分で執行するものは使う。翌年
度、決算ベースで余った、使わなかった譲与税交付金の部分を基金に積んでいく。そうい
ったことを繰り返して運用していこうかというふうに考えております。ちなみにですけど
も、森林環境譲与税の関係、若干昨年度からの台風被害等がありまして、森林整備が急務
であろうということで、令和２年度分から、ことしの税額のほぼ倍の金額が入ってくると
いうことで、当初２０３３年度から全額の配分となる予定も、これも前倒しとなって
２０２４年には満額、ほぼ９，０００万が交付されるというふうなことで、譲与税の配分
も前倒しとなる予定になっておりますので、基金運用も含めて明確な使途を示しながら使
っていきたいというふうに考えてます。
○議長（山本　芳昭君）いいですか。
　そのほかございますか。
　９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）済みません。後から発言しようと思っておりましたが、久
代議員が譲与税の、あるいは基金のことを発言がありましたので、関連しますのでお聞き
しますが、総務課長が説明されたような運用の仕方ではいいと思いますが、森林環境譲与
税の使い道として、やっぱりその森林整備なり木材の利用に関することに使うということ
が法律に明確にしてあって、昨年の説明ではアカデミーの運営事業に使うということだっ
たんです。先ほど言われたように一般財源なんで、一般財源しか表現がありませんけど
も、その入ってきた環境譲与税の使い道が、決算では示されるのかもしれませんけれど
も、もう少しわかりやすく提示をしていただいたほうがいいのかなと思っております。
　それと、総務課の関係で１２９ページの、いわゆるデジタル防災無線の関係で総務課長
からも説明がありましたけども、当初予算１億７，５００万に対して１億円の減額という
ことで非常に減額率が高いわけですけども、先ほど言われたような無人の家につける必要
がなくなったということは理解できますが、基本的に予算の見積もりが多過ぎたのか、多
くの落札減があったのか。ちょっともう少し説明いただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）前段の森林譲与税の使途につきましては、国からも明確にと
いうことが求められておりますし、予算編成、または予算説明の中でもしっかり説明をし
ていきたいというふうに思っております。
　また、総務課のデジタル防災無線の工事費、委託費の補正でございます。議員御指摘の
とおり、大きな減額予算になっております。これ２カ年事業で実施をしておりまして、当
初での平成３０年度で２カ年分を一括発注をしております。その発注時点での入札減が、
落札率がおおよそ７０％ということで、大きな請負差額も出ておるのも実際でございま
す。その中で、２カ年の事業の中で、きょう変更の内容でも説明しました、設計の中では
大丈夫だと思っておりましたＪ－ＡＬＥＲＴとの連携が実はできなかったとか、そういっ
たことが実際やる中で出てくるだろうという想定で、ある程度余裕を持った予算は組ませ



ていただいておったつもりです。そういったものも全て含んで、今回、最終精算で事業を
確定しましたので、不用になったものを改めて減額させていただいたものでございますの
で、御理解いただきますようよろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）よろしいですか。
　次に、１３０ページ下段から１３２ページ上段、企画課について質疑を許します。
　４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）１３１ページ上段、地域振興センターの管理事務の中で、
ガスメーターの修繕というのがあります。これが修繕でなくて交換であるということなら
ば、普通の場合は供給業者が交換だというふうに思ってますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）お尋ねのところでございます。ことしに入って、ちょっとこ
ういったふぐあいが生じているというところで、また対応しなければならないということ
が発覚してでございました。交換というところもあろうかと思いますが、全体的なふぐあ
いの原因も含めて修繕費として確保させていただきたいというところで、御理解をお願い
したいと思います。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）はっきりよくわからなかったんですが、ガスメーターの交
換ではないということですね。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）一部伺っておりますのは、交換の部分もあるというふうに認
識をしておりますが、それらプラスのアルファも含めての修繕という形でお願いをするも
のでございます。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）今回のこともですが、以前も似たようなことがありまし
て、ほかのガスの供給業者の方から質問を受けたことがあるんですよ。メーター交換は自
分とこで見なくてもいいということでしょうかというのを質問受けたことがあるんです
よ。以前は経費として執行したわけですが、例えば、庁舎のガスメーターが近年交換しま
したよね、されましたよね。そのときの経費は一体幾らかかったんですか。
○議長（山本　芳昭君）すぐにはわからない。
　木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）申しわけありません。庁舎のガスのメーターの件について
は、ちょっと把握できておりません。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）その金額はいいですが、費用の負担は業者が払ったんでは
ないですか。供給業者が負担してると思います。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）そのことも含めて、済みません、把握できておりません。
○議長（山本　芳昭君）それは回答していただけますか、調べて。
○総務課長（木下　順久君）はい。
○議長（山本　芳昭君）ということで、調べて報告をしていただきたいと思います。よろ
しいですか。
　７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）済みません。ここに人件費、不用額の減額とありますけ
ど、これ地域振興センターのほうの人件費だと思いますけど、どういった方を予定された
のが減額になったのか、お伺いします。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）お尋ねの人件費につきましては、ページにございます執行経
費にあります、上２段でございます。共済組合負担金、あと嘱託員賃金というところでの
事業説明にさせていただいたところでございます。
○議長（山本　芳昭君）７番、近藤仁志議員。
○議員（７番　近藤　仁志君）これは当初、この地域振興センターのほうの賃金として上
げられとる思いますけど、要するに１名とか、どこの地区の誰かが、支援員がいなくなっ
たとかいうような、応募がなかったとかいうような性質のものでなくて、ただ、当初の予
算の見積もりをたくさんしていた関係上、減額されたということですか。
○議長（山本　芳昭君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）こちらの性質につきましては、いわゆる事務長の人件費に当
たります。それぞれ町の規定なりルールに基づいての不用額ということですので、特異性
があっての減額であるとかということではないということで、御理解賜りたく思います。



○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。これ総務課のほうでお答えしないといけな
い部分でございました。このたび３月補正で、人件費の部分についても最終精算として補
正を組ませていただいております。その中で、地域振興センター管理事務として主に事務
長さん方の人件費もこの費目で事業管理をしております。全体の中で、最終実績に合わせ
た補正を組ませていただいたということで、個別に誰がどうということではございません
ので、実績に伴った予算の精算ということでございます。よろしくお願いします。
○議長（山本　芳昭君）よろしいですか。
○議員（７番　近藤　仁志君）はい。
○議長（山本　芳昭君）そうしますと、次に、１３２ページ下段から１３３ページ、住民
課について質疑を許します。よろしいですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）次に、１３４ページから１３７ページ上段、福祉保健課について
質疑を許します。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）タブレットの１３４ページのプレミアム商品券のことです
けども、償還金実績見込みの減額で１，５００万となってますが、補正でたしかこの商品
券を上げられたと思いますが、当初の見込みに対して何％ぐらいの利用になったのかとい
うことをお聞きします。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）ただいまの質問にお答えいたします。
　当初ですが、非課税世帯が約１，０４０名、それから子育て世帯ということで５８名と
いうことで、予算のほうは計上させていただいております。２月２１日時点での購入者と
いいますか、申請のあった方っていうのが３７．２％ということで、大体、全国平均とい
うような状況でございます。
○議長（山本　芳昭君）よろしいですか。
　そのほかございますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）ないようでしたら、次に、１３７ページ下段、保育園について質
疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）ないようでしたら、次に、１３８ページ上段、農業委員会につい
て質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）次に、１３８ページ下段から１４６ページ、農林課について質疑
を許します。
　９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）１４０ページですけども、中山間地域直接支払いの交付金
が２７８万５，０００円減っておりますが、中山間地域協定、５年計画の５年目というこ
とで、最終年になってこれだけ減ったっていう理由について説明をお願いします。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）当初予算に対しましての減額を今回、補正のほうでさせてい
ただいております。それにつきましては当初、例年、前年度の実績に基づきまして若干の
面積の増を見込んだりして予算のほうを要求をしておりましたが、実際のところはほぼ前
年並みというようなところの実績になって、５年目というとこで余りふえる要素としては
なかったのかもしれませんけれども、前年度の予算に若干上乗せした格好で予算要求のほ
うをしておりました。特に協定のほうが数が減ったというわけではないんですけども、交
付金の面積が減少した集落等もありまして、集落のほうで４地区、交付金の対象面積が減
ったところがありました。基盤整備の関係で農用地の面積が変わったりということもあっ
たりしまして、面積が減った関係で、当初の予算としては若干多目に要求をさせていただ
きまして、実績としては面積のほうが減少してしまったという格好で、減額の補正予算と
なっております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）１４２ページ、同じようなことなんですけど、多面的機能
支払交付金が１，６００万ほど出ております。多面的機能支払交付金については５年計画
の１年目ということで、初年度ということで取り組み面積が計画に対してどうだったの
か、協定の数がどうだったのか。そして、多分ここで一番大きな減額要因っていうのは広
域組織の増額分だったと思うんですけども、広域組織への取り組み状況、農林課の対応等



について説明をお願いします。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）多面的機能支払交付金につきましても、多面のほうは１年目
というところもあったり、年度が、各協定といいますか、組織によっては若干まちまちと
いうところがありまして、終期が違っているというところがあるかと思います。こちらの
ほうも、前年度の実績を見つつ当初予算のほうは要求をしておりました。実際のところ、
面積のほうも、平成３０年度の実績に比べますとちょっと多目な面積のほうを要求をして
おりました。実績に当たりまして、平成３０年度よりもふえている取り組みもあるんです
けども、農地維持につきましては平成３０年度の実績よりも若干減っております。共同活
動につきましては、平成３０年度に比べてふえております。長寿命化につきましても平成
３０の実績として見るとふえてはおりますけども、それと交付金の配分のほうが、当初予
算のほうではやはり１００％、全ての農地維持、共同活動、長寿命化、１００％のほうで
要求をしてたんですけども、長寿命化につきましては、やはり国の予算がつきませんで、
９割程度というところで減額がされてしまいました。そういったところで今回の補正とな
っております。
　協定数につきましては、今年度のほうで変更があったというところはありませんけど
も、やめるとかいうことはなかったかと思います。ですので、協定数に変更はないという
ふうに考えておりますけども、広域化につきましては、当初、町全体の半分というような
組織を目指してやりましたけども、実際のところはそこまでいかなくて、今年度につきま
しては各協定に、なかなか今の広域組織の中でメリットというものが言えない中でお声が
けのほう、御相談があったりもしておりますので、そういった地区には広域化のほうにや
ってみられませんかという御相談のほうは持ちかけております。まだまだ全町的に大きな
メリットとしてなかなかその部分が伝えられていなくって、広域化の組織がふえてはおり
ませんけども、引き続きこういった取り組みを町全体ですれば、より交付金として有益に
使うことができるかというふうに思っておりますので、相談等協議のほうは続けていきた
いというふうに考えております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）組織の広域化については、前課長が少し風呂敷を広げ過ぎ
たいう感覚も否めないわけではないんですけども、引き続き有利な制度として町が推進を
されておりますので、進めていただければと思っておりますが。
　済みません。次、１４３ページの林業一般ですけども、林地台帳整備編集用パソコンソ
フト購入が全額減額になっておりますけども、これはどういうことなんでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）林業一般のほうで当初計画しておりました、林地台帳の操作
用のパソコン一式であります。こちらにつきまして、航空レーザー等の情報が、デジタル
データのほうが、日南町のほう他町よりも先に導入させていただいて、そういったものを
活用を今させていただいております。その中で、林地台帳等使うのに新たなパソコンとソ
フトを入れて、座標等で境界のほう管理をしたりとか、そういったとこをしようというふ
うに考えておりました。実際、それで予算の組む中ででは、そういったソフトがいいなと
いうとこで考えておりましたけども、実際ちょっと県のほうといろんな航空レーザー等の
デジタルデータ使用する中で、そういった新たなソフトのほうを検討していったところ、
まだなかなかそこまで町の欲しい機能まで至っていないというところがありまして、今年
度は当初予算、予算のほう、つけていただきましたけども、とりあえず見送りをさせてい
ただいて、もう少しソフトの開発が追いつくのを待ってもいいのかなというところで、今
年度につきましては、３月補正のほうで減額のほうさせていただきたいというふうに思い
ます。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）森林整備基金について先ほど久代議員からありましたけど
も、森林保全総合で、いわゆるＪ－クレジットの基金のことであります。昨年の３月議会
で、このＪ－クレジット基金についてもかなり議論をさせていただきましたけれども、こ
れの基金の状況、決算では示されると思いますが、現在の運用状況について説明をいただ
きたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）Ｊ－クレジットの基金につきましては、町内のほう、皆伐新
植のほうを進めておりまして、新植経費のほうに充てさせていただきたいというふうに思
っております。当初、なかなか皆伐新植の新植のほうが進んでいかないのかなというふう
に思っておりましたけども、町のほうは大体、年に２カ所、１０ヘクタールぐらいの皆伐
っていうことをやっておりますけども、森林組合等の民間団体のほうでもやはり皆伐新植



という考え方が進んでまいりまして、今回、３月補正で補助金のほうを増額をさせていた
だくような補正になっているかと思います。その皆伐新植の新たな新植経費として、Ｊ－
クレのほう充てていきたいというふうに思っておりますので、今年度のＪ－クレで今販売
してる財産収入につきましてはそちらのほうに充てて、もし余りがない場合には、基金の
ほうには積まないというような考えを持っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）昨年の３月の議会で、そういう議論をしたわけであります
よね。本当に基金をつくるだったら、収入を一旦基金に積んで、そこから各事業に配分を
するというようなことも考えられるんじゃないかって提案したけども、当時の課長は、そ
ういうことじゃなくて、さっき坂本課長が言われたようなやり方でやるって言われました
が。これから先、本当に森林整備なり木育とかそういうところに使っていくとすれば、な
かなか積める状況にはならないと、基金に積める状況にならないと思いますけども、町
長、この基金をつくられた意義について再度、説明いただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）収入的には、御承知のとおり最近かなりの方が御理解いただい
て、ふえてきてるっていう報告はさせていただいてるというふうに思っておりますけれど
も。支出のほうをどうするかっていうところが、使い道がないことはないんですけれど
も、その辺とのバランスっていうところがありまして、どういいましょうか、昨年の時点
での基金のあり方については多少残す、残すいうか、基金に残せるんだろうなというふう
な思いがあっておりましたけれども、当然基金をつくったとしても出ていくほうは出てく
っていう明確な分離っていうのは必要だろうっていうふうには思っておりますけれども。
基本的には出たり入ったりだから、最終的にどうなのかなというふうに思っておりますけ
れども。会計のあり方とすれば、入れるっていうのも一つの考え方ではないのかなという
ふうに私自身は思っておりますので、明確な支出のあり方っていうところをですね。た
だ、基金がゼロになるっていうことは当然あるっていうふうには思っておりますけれど
も、そういう状態の中でありますので、１回きちんと入れるっていうあり方のほうが、会
計上のあり方としては正しいのかなというふうに思っておりますので、その辺はちょっと
もっと精査させていただきたいというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）もう議論したんですけども、そもそもこういった基金が本
当に必要なんですかっていう議論をしました。石見東太陽光発電のように、一般会計にな
ってくるんだけども、それはそれで計算書をつくっていただいて決算のときに提示いただ
いて、これだけＪ－クレジットの収入があって、それを新植、皆伐に幾ら使いましたよと
いうようなことがわかれば、それはそれでいいんじゃないかということを去年提案したん
ですけども、どうしても基金をつくらなければいけないという強い主張だったんで、でき
ておりますけども。改めてこの森林環境整備基金も含めて、やっぱり再度検討いただきた
いと思いますが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）森林環境の譲与税の関係も含めてという話でありますので、基本
的には使途は明確にすべきではないのかなというふうには思っておりますので、そこのた
めにどっちが、例えばクレジットにしても毎年確定の数字があるわけではないので、そう
いうことの関係も含めて明確にするっていうことは大事だというふうに思っておりますの
で、その方向の中でまた検討させてやってください。
○議長（山本　芳昭君）２番、古都勝人議員。
○議員（２番　古都　勝人君）この際、伺っておきます。有害鳥獣の関係で約５００万減
額なわけでして、ことしはこれで仕方がないと思うんですが、最近周りの状況を聞いてみ
ると、お年寄りも多くなって、家庭菜園や自分の家の食べるだけの田んぼはつくっておる
と。ところが、小動物や、それからいわゆる鳥類ですね、これの被害が非常に多いと、特
にカラスだそうですけども。そこら辺にも本当は、５００万も残すなら事業計画の中で手
当てをされれば、カラスについても小動物についても単価は決まっておるわけですけれど
も、実績はどれぐらいあったのか、今わかれば教えていただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）言われました有害鳥獣のところですけども、小動物の実績に
つきましては、ちょっと今、手元にございませんので、また後で提出させていただきたい
と思います。イノシシにつきましては、有害鳥獣捕獲の期間に５２０頭というような実績
を聞いておりますが、小動物の件につきましては、後で資料のほう提出させてください。
○議長（山本　芳昭君）いいですか。
　７番、近藤仁志議員。



○議員（７番　近藤　仁志君）済みません、１点ほど。山の日記念イベントで苗木代が、
１６５万計画されたのが１００万の減額となっております。要するに、その事業の実態を
ちょっとお知らせ願いたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）林業一般管理事務の苗木のところだと思います。今年度、道
の駅等で、山の日ができたという関係で苗木の配布のほうさせていただきました。この苗
木代のところには、記念植樹という部分も含めてある苗木のところだったんですけども、
道の駅のほうで山の日に配布した本数としましては、６０本の木を配布しております。記
念植樹のほうを小学校の卒業生と検討しておりましたけども、学校のほうが休校になって
しまいまして、この植樹のほうはすることができなくなっておりますので、またそちらの
ほうは町のほうで対応して、植樹のほうはしたいというふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）よろしいですか。
　次に、１４７ページから１５１ページ上段、建設課について質疑を許します。いいです
か。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）次に、１５１ページ下段から１５６ページ、教育課について質疑
を許します。
　９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）先日の全員協議会でも一部議論がありましたけれども、今
回の補正は報償費をふやすということなんですけども、監査委員の２月、例月検査におい
て、編集会議報酬は同一人に対して１日２回支払われておったということに対して指摘が
されておって、それの補正ということでありますけども、そもそも、まずその編集会議、
行政編、地域編、それぞれ開催をされておると思いますが、実際の開催状況について説明
をいただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）今年度、編集会議につきましては、２回開かせていただいて
おります。あとは、協力員さんによる校正作業等で、何名か集まっていただいて校正作業
等をさせていただいております。あと３月、今月に、委員会のほう２回、予定はしており
ます。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）済みません。報酬については、編集会議、審議会等の報酬
ということで予算がつけられておったわけでありますけども、その予算を１人の人に１日
２回、３，５００円掛ける２という形で支払われたということについては、どういう経過
でそういうふうになったのでありましょうか。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）当初、協力員さんによる校正作業につきましては、１回協力
をしていただくと３，５００円という考えのもとで、午前、午後出ていただけたら２回分
という形で、７，０００円のお支払いをしたという経緯がございます。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）その支出の仕方について、監査委員から、条例に反する行
為じゃないかということなんですけども、この決裁は教育次長、教育長、そして、この決
裁、総務課長も決裁必要なんでしょうかね、支出負担行為、支出命令について。どうい
う、なぜこういうことが、長い期間といいましょうか、数カ月にわたって続けられたの
か。チェックはできなかったのか。伺っておきたいと思います。（「総務課長決裁、要る
わけ。これは要らんか」と呼ぶ者あり）
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）この支払いにつきましては、担当者のほうから、この場合、
町史編さんの場合ですと社会教育室長のほうに決裁が行きまして、その後、次長の私のほ
うに回ってきます。私のほうで決裁をすると、後、出納室のほうに回るというような手順
になっております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）回る手順についてはわかったんですが、そこの過程で出納
室も含めてチェック機能が働いていなかったということなんですけども。
　町長、こういう前回から債務負担行為の補正も含めていろいろミスが出ておりますけど
も、チェック体制どういうふうになってますでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）体制的には、先ほど、金額に応じたり内容に応じたりっていうと
ころだというふうに思っておりますけれども、電算事務の関係に移行したってこともあっ



たりして、やはり、よりチェックの目が光らないと、こういう何かの少し誤った形のもの
についてはというところがあるのかなというふうには深く反省しておりますし、また、先
ほどの話の中の債務負担だとか支出負担行為もそうですけれども、会計上のやっぱりあり
方っていうところを本当に基本から再確認する必要があるっていうふうに思っております
ので、昨年も職員のほうでそういった取り組みはさせてもらった経過があるようですけれ
ども、さらに改めて全職員の中でいろんな角度の目線っていうところをやっぱり強くして
いかないと、電算事務の傾向が強いって話ですので、それをわかるためには、やはり人の
目でないとわからないというふうに思ってますので、そういった観点の中でやっぱり注意
深く一つ一つ見ていくしか手がないのかなというふうに思っておりますので。
　ですから、最初の担当者が仮に間違いが、何らかの誤りがあったとするならば、それを
誤りを見つけるっていうことはなかなか難しい時代に入ったというのは事実だと思いま
す。とはいいながら、間違いを起こしていいというわけではありませんので、そういった
意味でどこがチェック機能は果たせるかということも含めて、やはりポイント的なところ
も含めて、点検するポイントあたりも含めて、これからさらに検証をしていきたいという
ふうに思っておりますので、昨年度も含めてですが、いろんなところで御迷惑をかけてる
のは重々把握しておりますので、さらに頑張っていきたいというふうに思っておりますの
で、どうぞよろしくお願いしたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）町長、先ほど申されましたけど、総合計画、午前中審議あ
ったんですけど、そこの計画の進行というところで職員にはベーシックな基礎知識が求め
られると。そこで誤りが起きると、町民に大きな迷惑がかかるというふうにも書き込まれ
ております。そういうことからしてもさらに、特に財政の管理、予算の管理については慎
重に、そしてチェック機能が働くような体制をとっていただきたいということを申し上げ
ておきたいと思いますが。
　これからの対処方法なんですけども、支出の更正ということはやり方としてはあると思
いますが、そこで、報償費の性格ってどういうことでしょうか。一般的には謝金とか祝い
金とかという形でありまして、所得税法でいっても雑所得のその他のところに入るもので
あります。逆に、報酬とか賃金っていうのは税務上でいうと給与所得に含まれるとこであ
りまして、まず、この会計上、報酬で支払いをされようとしますけども、実態として謝金
とか祝い金とかという性格のものでしょうか。私、実態からして賃金にすべきだと思いま
すけども、賃金ということになったときに額の決定っていうとこはあろうかと思いますけ
ども、この性格上、実際、編集業務に直接携わっていただいておるんでしょう。とすれ
ば、報償費っていうのは、少なくとも財務上の解釈からして不適切だと思いますが。総務
課長の見解、町長の見解もあるかもしれませんが、どうでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）失礼します。当課としましては、このたびは報償費という科
目で支払いをというふうに考えております。協力員さんによる校正作業ということで、専
門的な作業、あるいは指導、助言等もいただいたりしておりますので、そのあたりで謝金
という考えのもとで、当課としましては、このたびは報償費というところでお支払いをさ
せていただきたいというふうには考えております。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）今、次長のほうも説明いたしましたけども、基本的に、いわ
ゆる公共団体の財務の手引を確認をさせていただいた上で、今回の場合、報償費で支払っ
ても間違いではないということで、報償費ということでの支出をお願いするものでござい
ます。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）報償費にこだわられるということなんですが、そうします
と、源泉徴収についても報償費というところでされるわけでありましょうか。源泉徴収さ
れないのかもしれませんが。給与所得にはならないですよね、報償費だと受け取った側
は。住民課長、そうじゃないでしょうかね。
○議長（山本　芳昭君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）給与に類するものということで、報償費も、いわゆる給与所
得ということのカテゴリーに入るというふうに解釈しております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）住民課の解釈はそうなのかもしれませんけど、税務上なか
なかそういう解釈にはなりにくいと思うわけですね。謝金とか原稿料とか祝い金とかそう
いうものが、税務上ではそういう類いのものについては雑所得に分類されるんだろうと思
っておりますが、報償費にこだわられる理由が本当にわかりにくいんですが、賃金じゃだ



めなんですか。実態は編集業務に直接的に携わっておられるんじゃないですか、指導とか
だけじゃなくて。そしたら、やっぱり賃金で支出科目の更正をなされるべきだと考えます
が、いかがでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）村上教育次長。
○教育次長（村上　伴樹君）失礼します。議員言われるところの部分は、当課としまして
はやはり、先ほども申しました校正作業、教育長も行かれてお手伝いをされたりしている
んですけども、やはり本当に専門的な作業であったり、時にはいろいろ助言等もしていた
だかないとなかなか難しいところもありまして、やはり当課としましては、そこの部分は
謝金的な考えで、報償費ということでお支払いをしたいというふうに考えております。
○議長（山本　芳昭君）そのほかございますか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）ないようでしたら、議案第２４号、令和元年度日南町一般会計補
正予算（第７号）について、質疑漏れはありませんか。
　２番、古都勝人議員。
○議員（２番　古都　勝人君）福祉保健課のほうの老人福祉施設入所のところでお伺いい
たしますが、説明では単価改定による額の変化だというふうに書いてありますが、何ぼの
単価が何ぼになったか教えていただけますか。１５０万円。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）済みません、それぞれの細かい単価のほうをちょっと持
ち合わせておりませんので、またお示しのほうしたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）よろしいですか。
　９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）２９年度の剰余金が２億８，９００万ばかりあったんです
けども、それの処分については、最終的に今年度末どういう状況になりますでしょうか。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）今現在そちらの整理を年度末前にしかけておりますけども、
最終、特交の数字が固まってからとは思っておりますけども、現在のところ、やはり財
調、基金を取り崩した上でないと積めないかなというふうな感じを持っておりまして、２
分の１積むことになると、取り崩して積むというふうな手法にならざるを得ないかなとい
うふうに思っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）地方財政法にもありますので適切に行っていただきたいと
思いますが、町長、本当に今回の補正で３億５，０００万の減額です。中には県事業の負
担金もあったりして、町の原因によらないものもあるわけですけども、３億５，０００万
の減額。加えまして１１億９，０００万の繰越明許であります。合計で約１５億。１５億
円を超えるものが元年度予算に計上されながら、執行されていないという状況なんです
よ。非常に額が大きいわけでありますよね。もう本当に、当初予算の見積もりが適切だっ
たのか、事業計画が適切だったのか。総務課長にも資料をお願いしておりますけども、支
出負担行為にすら至ってないものもあるではないかなと思いますけども、本当に事務事業
の推進について適切な管理がされておったのか、予算運営について適切な管理がされてお
ったのか。誰でもいいですけども、説明をいただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）中村町長。
○町長（中村　英明君）今年度、元年度っていう話で、大型予算の中で、特にＦＴＴＨ化
だとかデジタル的なところがあって、事業的には大きな数字があったというふうに思って
おりますが、ただ、今回の補正の減額っていうところももちろんありますけれども、どち
らかいうと、繰り越しあたりが１２億近くあるっていう話の中で、国の補正で追加になっ
たものだとか、いろんなケースがあるというふうに思っておりますけれども、元年度全体
は、やはり６０周年もあったりとかいうことの中で、少しタイトな内容だったのかなとい
うふうには全体的には私自身も反省しておりますし、そういうことも繰り越しの１２億あ
るっていうことも含めて、次の年度の２年度については６７億ということでありますけれ
ども、繰り越しですので全てではないですが、発注済みのものもたくさんありますので、
そういった中で、２年度につきましてはきちんとした形の事業遂行にしていきたいという
ふうに思っておりますし、また、施政方針でも申し上げましたけど、さらなる３年度に向
けてのいろんな計画を、しっかりとした練った形の中で予算化に向けて、あるいは内容も
ある程度方向性、計画性があるものについての予算化についての流れにしていきたいとい
うふうに思ってます。
　また、こういう時期でもありますので、とは思いますけれども、いろんな職員の思いの
中で新しいものを考えていかないけんというところがあります。そういった観点で申し上



げますと、どういいましょうか、できるだけ着実な内容のものにしていく中での予算化に
つなげていきたいというふうに思っておりますので、そういった観点の中で職員も頑張っ
ておりますけれども、そういった中でミスもたくさんあってるのも事実ですので、そうい
ったところのトータルの中で、新年度の事業推進には一緒になって職員一丸になって頑張
っていきたいというふうに思っておりますので、引き続き御支援いただければというふう
に思っております。
○議長（山本　芳昭君）９番、坪倉勝幸議員。
○議員（９番　坪倉　勝幸君）ぜひ、予算の組み立てもそうですけども、事業事務の執行
について適宜指導をされたいと思っておりますが。決算で聞くのが本当はいいのかもしれ
ませんが、最近といいましょうか、常々町民から、役場からの支払いが遅いというような
意見を時々聞きます。ちょっと会計管理者にも伺いたいんですけども、支払い遅延防止法
というのがあって、役場はきちんと期間内に支払いをしなければならないという法律が適
用されとるんですけども、そういった法律にたがうような支払いっていうのはどうなんで
しょうか。現在、あるのかどうなのか。ただし、これの法律には補助金は該当しないとい
うことになっておりますけども、補助金の支払いも最近非常に遅いです、建設課あたりを
中心に。そこの辺のところも含めて、答弁いただきたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）長崎会計管理者。
○会計管理者（長崎　みよ君）支払いの遅延につきましてですが、補助金以外の、いわゆ
る業者さんからの請求に基づいて支払いをすべきものについて、請求書が届いてから相当
な期間を経過した後に支払われるというケースは何件か発生をしております。そのたび
に、それに至った経緯というのは聞き取りもさせていただいておりますし、あと、監査委
員さんからの指導や助言もいただいているところです。そういう状態になった後の重ねて
同じような遅延が起こらないようにというところも、確認はしているところですけれど
も、課全体ですとか室全体で、その担当者１人に任せるのではなくて、何人かの目でチェ
ックできるようにというような体制を構築したケースも今年度何件かありました。引き続
き見守りながら遅延防止に気をつけていきたいと思っております。
○議長（山本　芳昭君）以上で議案第２４号の質疑を終わります。
　ここで暫時休憩といたします。再開を３時３０分からといたします。
　　　　　　　　　　　　　　午後３時１０分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後３時３０分再開
○議長（山本　芳昭君）休憩前に引き続き会議を再開します。
　執行部から発言が求められていますので、これを許します。
　實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。先ほどの一般会計補正予算（第７号）にお
きまして、企画課所管におきます地域振興センター管理事務の中で、多里地域振興センタ
ー、ガスメーターについて御質問を賜りましたが、答弁も曖昧であったというところで、
改めて確認もしたところも踏まえて御説明させていただきますと、多里地域振興センター
のガスの管理につきましては、メーター部分も含めた形で料金に含んでいない形で今行っ
ていると、使用料の部分で毎月支払いを行ってるというところの確認がとれたところでご
ざいます。したがいまして、ガスのメーターの交換部分も含めましては、いわゆる学校用
の施設として当時設置したものを現在も使用してると。区分としては大型設備用のガスメ
ーターということで、いわゆる一般家庭用とはまた取り扱いも違うという中で、この大型
設備についても建物の設置当時の状況でケース・バイ・ケースのようでございますが、多
里地域振興センターにおいては今回、メーター交換も含めた中での修繕が必要だというと
ころで、事業執行については十分業者とも詰めた上で執行したいとは思いますが、そのよ
うな経過で、必要だというところで御理解賜ればと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。
○議長（山本　芳昭君）坂本農林課長。
○農林課長（坂本　文彦君）先ほど補正予算のところで質問がありました鳥獣被害対策事
業の中で、小動物の捕獲状況と単価のほうについて報告をさせていただきます。小動物の
捕獲につきましては単町事業で行っておりまして、アナグマ、タヌキ、テンなどの小動物
につきましては、単価２，０００円で、令和元年度は１０５頭の捕獲があります。それ
と、単町事業としまして、白サギ、カラスの捕獲につきましても、単価１，０００円で捕
獲奨励をしております。白サギのほうが４羽、カラスが５羽というとこで実績が上がって
おります。それと、単県事業ですけどもヌートリアのほうもございまして、こちらは
３，０００円の単価で、捕獲頭数は４頭という実績になっております。
○議長（山本　芳昭君）という報告を受けました。



　そういたしますと、いいかな。
　木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。先ほど企画課長のほうが報告しましたガス
のメーターの件ですけども、庁舎はどうなっておるかという御質問だったと思います。庁
舎に関しても、先ほど多里の例と同じくで基本料金に含まれてないということで、修理に
関しては町のほうで修理をする必要があるということで、一般家庭のものとは若干違う立
てになっておるようです。
○議長（山本　芳昭君）という報告をいただきました。
　そういたしますと、次に、１５７ページから１５８ページ、議案第２５号、令和元年度
日南町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）次に、１５９ページから１６３ページ、議案第２６号、令和元年
度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）の質疑を許します。
　１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）１６２ページの下段の介護予防普及啓発事業で、減額
２８３万１，０００円になっておりますが、この介護予防教室指導委託料の減と服薬支援
ＤＶＤ作成委託料の増、この増減の金額は幾らか教えていただきたいんですが。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）増減の金額でございますが、介護予防教室の委託料の減
が３００万円、それから服薬支援のＤＶＤ作成については１６万８，３００円の増という
ことでございます。
○議長（山本　芳昭君）１番、大西保議員。
○議員（１番　大西　　保君）当初予算では、介護予防のこの委託料、教室の委託料が
４４４万円でしたが、これが３００万円なったいうことですか。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）当初の金額が４４４万円ということでございましたが、
そこから３００万円の減ということで、１４４万ということになっております。
○議長（山本　芳昭君）そのほかございますか。よろしいですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（山本　芳昭君）そうしますと、次に、１６４ページ、議案第２７号、令和元年度
日南町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）の質疑を許します。
　８番、久代安敏議員。
○議員（８番　久代　安敏君）介護サービスの事業特別会計では、当初予算であかねの郷
の施設の建設費等の利用料として、負担金を二千七百数十万の当初予算を組んでいられた
わけだけども、この一般会計の中で繰出金として、介護サービス事業特別会計への繰出金
の増、２，８６７万２，０００円ということで、冒頭に町長からも説明があったように思
いますが、この金額で起債償還部分の３割負担部分が確定したということでよろしいでし
ょうか。
○議長（山本　芳昭君）渡邊福祉保健課長。
○福祉保健課長（渡邊　輝紀君）先ほどの久代議員のほうからございましたように、あか
ねの郷の建設費等々含みましての償還金の部分を、本来ですと日南福祉会のほうから利用
料というような形で町のほうに納めていただいてるわけなんですが、令和元年度につきま
しては、先日、福祉会のほうから本年度の決算見込みというようなことで御報告をいただ
いておる次第でございます。その中で、やはり今年度についてもなかなか増益が難しかっ
たというようなことがございまして、令和元年度の負担金については免除というような形
で、金額といたしましては２，７４６万２，４１６円という金額を免除とさせていただい
ております。その関係で、その償還金部分に充てます一般財源からの持ち出しということ
で償還金のほうには充てるという形で、予算のほう計上をさせていただいております。
○議長（山本　芳昭君）そのほかございますか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）ないようでしたら、次に、１６５ページ、議案第２８号、令和元
年度日南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）ないようでしたら、次に、１６６ページから１６９ページ、議案
第２９号、令和元年度日南町簡易水道事業会計補正予算（第３号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）次に、１７０ページから１７３ページ、議案第３０号、令和元年
度日南町下水道事業会計補正予算（第３号）の質疑を許します。



　４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）下水道会計ですが、先ほどの水道会計も含めて、消費税に
ついてもう一度説明をしてください。１６８ページと１７２ページです。
○議長（山本　芳昭君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）１７２ページの上段になると思います。消費税及び地方消費
税につきまして、消費税の当初予算で５１０万円を予算計上をしておりましたけれども、
確定の申告に伴いまして、結果、下水道でありますと２２０万６，０００円ということで
確定申告より確定したことによりまして、不用額となりました２８９万４，０００円を減
額しております。同じように、簡易水道事業会計につきましても同様に、１６８ページの
上段になりますが、１５０万５，０００円の減額という、申告の結果による減額としてお
ります。
○議長（山本　芳昭君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）その申告の金額ですが、金額は大体倍と半分ぐらいになる
わけですね。要するに、申告するのは前年度の金額に合わせて申告ですか。
○議長（山本　芳昭君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）申告におきましては、前年度の水道料金を基本的に、それに
もって税額を想定して予算をとりますが、確定申告におきましては逆に経費の計算、例え
ば水道でしたら簡易水道事業の工事費とかそういったもので、預かり消費税とかそういっ
たものの必要な経費のものを計算しますので、基本的には工事を行って、消費税を受けて
おるものに関しては減額になる傾向になります、工事があれば。ですので、工事がなくな
れば、ほぼ予算に計上した近い金額になるという。済みません、工事をやって支払った消
費税が多くなると減額となり、なければそのまま下水道料等の収益による消費税がそのま
ま残るというような差し引き計算になります。いずれにしても、詳細につきましては税務
申告の中で、経費で見れるもの、預かった消費税、支払った消費税のトータル的な計算に
基づいて確定をされるということで、前回にもちょっと消費税の計算方法の取り間違いを
説明させていただきましたが、適正に申告によって額は決定するという流れになっており
ます。
○議長（山本　芳昭君）いいですか。
○議員（４番　荒木　　博君）はい。
○議長（山本　芳昭君）そうしますと、次に、１７４ページから１７５ページ、議案第
３１号、令和元年度日南町病院事業会計補正予算（第３号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）そうしますと、議案第２５号から議案第３１号について、質疑漏
れはありませんか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）以上で、補正予算関係８議案の質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議案となっています議案第２４号から議案第３１号までの
補正予算関係８議案は、審議の都合により、本日は質疑までにとどめたいと思いますが、
これに御異議ございませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）異議なしと認めます。よって、議案第２４号から議案第３１号ま
での８議案は、質疑までにとどめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第３１　議案第３２号　から　日程第３９　議案第４０号
○議長（山本　芳昭君）タブレットの令和２年度予算書ファイルをお開きください。日程
第３１、議案第３２号、令和２年度日南町一般会計予算、日程第３２、議案第３３号、令
和２年度日南町国民健康保険特別会計予算、日程第３３、議案第３４号、令和２年度日南
町介護保険特別会計予算、日程第３４、議案第３５号、令和２年度日南町介護サービス事
業特別会計予算、日程第３５、議案第３６号、令和２年度日南町後期高齢者医療特別会計
予算、日程第３６、議案第３７号、令和２年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会
計予算、日程第３７、議案第３８号、令和２年度日南町簡易水道事業会計予算、日程第
３８、議案第３９号、令和２年度日南町下水道事業会計予算、日程第３９、議案第４０
号、令和２年度日南町病院事業会計予算、以上、令和２年度予算関係９議案を一括議題と
します。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　中村町長。
○町長（中村　英明君）議案第３２号、令和２年度日南町一般会計予算ということで、第
１条ですけども、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６７億１９９万６，０００円



と定める内容となっております。なお、第２表では債務負担行為、第３表では地方債等を
定めておりますのでごらんいただければと思います。最終的ですが、当初予算総額が６７
億１９９万６，０００円、前年度の当初予算額ですが７８億８，８２３万１，０００円を
計上しておりますので、比較ということで、昨年度よりマイナスの１１億８，６２３万
５，０００円の、率で申し上げますと１５％減の内容となっております。
　続きまして、議案第３３号、令和２年度日南町国民健康保険特別会計予算でございます
が、事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億５，４０３万８，０００円
と定めております。本年が先ほどの申し上げた金額ですが、昨年度の当初予算額が６億
２，１７９万８，０００円でありますので、前年度と申し上げますと３，２２４万円の
増、率にしますと５．２％の増の内容とさせていただいております。
　続きまして、議案第３４号、令和２年度日南町介護保険特別会計予算でございますが、
事業勘定の歳入歳出予算の総額ですが、歳入歳出それぞれ９億３，６０１万３，０００円
と定めるものでございます。昨年度の当初予算ですが、９億６，４６８万５，０００円で
ありましたので、昨年度と比較させてもらうとマイナスですが、２，８６７万２，０００
円、マイナスの３．０％の内容となっております。
　議案第３５号、令和２年度日南町介護サービス事業特別会計予算でございますが、歳入
歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６，４７９万２，０００円と定める内容でございま
す。前年度の当初予算額ですが１億２５１万円でしたので、△の３，７７１万８，０００
円のマイナスの３６．８％の内容となっております。
　続きまして、議案第３６号、令和２年度日南町後期高齢者医療特別会計予算でございま
すが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９，８０８万５，０００円と定めるもの
でございます。昨年度の当初予算額が１億３５２万８，０００円でありましたので、△で
すが５４４万３，０００円の減で、率に申し上げるとマイナスの５．３％の減の内容とな
っております。
　続きまして、議案第３７号、令和２年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計予
算でございますが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，２００万９，０００円
と定めさせていただいております。昨年度の当初予算額が１，２００万２，０００円であ
りますので、７，０００円の増、０．１％の増という内容になっております。
　続きまして、議案第３８号、令和２年度日南町簡易水道事業会計予算でございますが、
収益的収入と支出ですが、収益的収入のほうでございますが合計で１億６，１２９万
６，０００円、支出のほうですが１億４，５１０万７，０００円を見込んでおるところで
あります。資本的収入支出ですが、資本的収入のほうでございますが、基本的には、どう
いいましょうか、支出のほう先に申し上げますと、６，８８２万９，０００円を見込んで
おるところでありまして、この額は当年度損益勘定留保資金から全額を補填するという内
容にしておるとこでございます。ことしが２億１，３９３万６，０００円ということの予
算にさせてもらっておりますので、前年度が２億７７５万３，０００円ということで、比
較で申し上げますと、６１８万３，０００円の増の予算内容としております。率にします
と３．０％の増ということであります。
　続きまして、議案第３９号、令和２年度日南町下水道事業会計予算でございますが、収
益的収入と支出の区分で申し上げますと、収入のほうが１億８，４３９万２，０００円を
見込み、支出のほうですが１億６，８９１万９，０００円を見込んでおるとこでございま
す。資本的収入と支出のほうですが、収入のほうですが１，３６０万４，０００円を見込
み、支出のほうですが８，７９９万９，０００円を見込んでおるとこであります。その差
額が発生しますけれども、７，４３９万５，０００円ですけれども、当年度の損益勘定留
保資金のほうから補填をするという予算内容になっております。合わせますと、令和２年
度の当初予算額ですが、２億５，６９１万８，０００円となりまして、前年度の当初予算
額は２億７，６７８万１，０００円となりまして、比較しますとマイナスの１，９８６万
３，０００円、マイナスの７．２％という数字になっております。
　議案第４０号、令和２年度日南町病院事業会計予算でございますが、収益的収入支出で
すが、収入のほうですが合計を申し上げますと１１億７，４８１万円を見込んでおりまし
て、病院事業費用の支出のほうですが同額の１１億７，４８１万円を見込んでおるとこで
ございます。資本的収入及び支出のほうですが、収入のほうが２億８，８６９万
３，０００円、支出のほうが３億７，６５１万９，０００円を見込んでおるとこでござい
まして、不足する金額が８，７８２万６，０００円であります。過年度損益勘定留保資金
のほうから同じ額を補填するものという予算の内容とさせていただいておるところであり
ますので、御承知おきいただきたいと思います。内容ですが、合計ですが、令和２年度の
当初予算ということで１５億５，１３２万９，０００円、昨年度が１２億９，３７５万
３，０００円を予算化しておりますので、比較申し上げますと２億５，７５７万



６，０００円の増、１９．９％の増という内容になっておりますので、御審議方お願いを
したいと思います。
　なお、私のほうからは大まかな概要ほどですけれども、予算の内容の概要につきまして
は副町長及びそれぞれの担当課の課長のほうから説明させていただきますので、よろしく
お願いしたいと思います。
○議長（山本　芳昭君）丸山副町長。
○副町長（丸山　　悟君）私のほうから追加で説明をさせていただきたいと思いますけど
も、タブレットの令和２年度日南町予算参考資料のファイルをお開きいただきたいと思い
ます。
　令和２年度の当初予算につきましては、予算参考資料に基づきまして概要を説明させて
いただきます。令和元年１１月から予算編成事務を始めまして、平成から令和の時代に引
き継がれた課題を直視しつつ、次世代につなぐまちづくりの実現に向けた政策を推進する
ために、引き続き、仕事をつくり、安心して働けるまちづくり、町内への移住・定住を促
進させる、結婚・出産・子育ての希望を実現させる、安心して暮らし続けられる地域づく
りを重点項目として、予算編成を行いました。
　令和２年度一般会計当初予算、大きな金額等々については町長が申し上げましたけど
も、かぶるかもしれませんけども、一般会計の当初予算につきましては６７億１９９万
６，０００円で、前年度比１５％、１１億８，６２３万５，０００円の減としておりま
す。このうち、投資的経費であります普通建設事業費は１６億４，４８３万９，０００円
で、前年度比４２．２％の減となったことを主な要因としまして、予算規模は縮小となっ
ておるところであります。
　一方で、会計年度任用職員制度の新設に伴いまして、働き方改革の推進に向けた取り組
みと人材活用により、人件費は８億９，６３５万７，０００円で、前年度比７．８％の増
となることに加えまして、公債費は道の駅にちなん日野川の郷の建設事業費に借り入れた
町債の元利償還が開始するため、前年度比１５．２％増の７億６７７万７，０００円とな
りまして、義務的経費が増額になることが特徴としてあらわれているところであります。
　歳入では、５ページ、１０ページに、５ページには歳入の状況及び１０ページには前年
度予算との比較がありますけども、また後で参考に見ていただければよろしいかと思いま
すけども、町税の法人町民税は災害復旧建設事業等の発注増によりまして増額を見込むも
のの、個人町民税は所得割の減収を見込んだところであります。固定資産税は通信事業者
による鉄塔設置が複数あったことから増額を、たばこ税は税率の上昇による増額、軽自動
車税につきましては環境性能割の増額によりまして、町税全体では前年度比１．５％増の
４億３，２７２万円を計上したところであります。
　地方譲与税のうち森林環境譲与税は、閣議決定により森林保全を一層進めていくために
前倒しで増額されたことから５，７０２万４，０００円と大幅な増を、また地方揮発油譲
与税、自動車重量譲与税は減収を見込んだところであります。
　地方交付税は、公債費償還が増額となることから公債費算入分は比例して増額が見込め
るものの、国から示される算定方法のうち個別算定経費に用いる単位費用は減額となる予
測から、普通交付税２５億円、特別交付税３億５，０００万円の計２８億５，０００万円
の前年と同額を計上したところであります。
　国庫支出金は、ＣＡＴＶ施設のＦＴＴＨ化事業を初め、補助対象となる普通建設事業費
等の減額によりまして１０．５％減の６億４，９５３万８，０００円を計上し、県支出金
についてもＣＡＴＶ施設のＦＴＴＨ化事業に係る鳥取県超高速情報通信基盤整備補助金の
ほか、林業成長産業化モデル事業補助金、高性能林業機械導入の鳥取県林業再生事業補助
金等の大型事業等の減に加え、国土調査補助金の減や昨年度に執行された各種選挙の委託
金の減によりまして、総額では８億３，６０１万１，０００円、３０．６％の減となりま
した。
　寄附金は、ふるさと納税１億円を目指す将来計画に向かうため、目標を高く掲げ、
３，０００万円を計上しました。
　また、繰入金は菅ヶ谷ブロイラー基金から重油ラインニング工事のための繰り入れ、病
院経営には地域医療総合確保基金からの繰入額を計上しております。
　町債は、引き続き、交付税算入率の高い有利な地方債を活用することとしております。
大型事業の減少または予算規模の縮小により総額１０億２，３７７万１，０００円となり
ました。前年度に比べまして４１．２％の減額であります。過疎債のうち、ハード分に７
億９６０万円、ソフト分には１億５，１４０万円を計上、緊急防災・減災事業債は１４０
万円、一般財源扱いの臨時財政対策債は８，７８７万１，０００円を計上しております。
また、緊急自然災害防止対策事業債の拡充によりまして急傾斜地崩壊対策事業等への充当
が可能になったところから、４，５５０万円を新規に計上したところであります。



　不足します一般財源については、前年度の事業執行経費の見込みから繰越金３，０００
万円を計上し、また財政調整基金から１億４，２６５万円を繰り入れる予算としておると
ころであります。引き続き、国民健康保険税、介護保険料、水道料等の据え置き、また体
育施設使用料の無料化など住民の負担軽減に努めた予算としているところであります。
　続きまして、歳出でありますけども、議会費は議員共済年金負担金掛け率の低下により
まして２．３％の減額、総務費につきましては１４億７，７８２万５，０００円と、前年
度比９．１％の減額としております。ＣＡＴＶ施設ＦＴＴＨ化工事は２年目に入り、日南
町の南側、石見、福栄、多里が施工箇所となります。また、青年結婚・ＵＩターン促進事
業では、町内の空き家等をリノベーション活用し、地域経済の活性化を図るべく新たに町
内で創業等を希望する方に対して、事業費の一部を助成する空き家等リノベーション創業
支援補助金を創設したいと思います。
　民生費につきましては、後期高齢者医療、介護保険事業といった特別会計の繰出金の減
少が主な要因となりまして、２．５％の減額としております。
　衛生費は昨年比２．９％の減額で、清掃センターの改修費の縮小が主な要因となります
けども、新規事業としまして、胃がんの原因でありますピロリ菌検査に対する助成を鳥取
県と連携して行いたいと思います。
　農林水産業費は１３億２，３８７万４，０００円で、前年比３５．９％の大幅減として
おります。木材団地造成工事等の大型事業の減によるものとなっておりますけども、引き
続き、農業振興における野菜等種苗費の助成や町産米の検査料助成等の単町補助事業に加
えて、昨今の災害に対応すべく小規模急傾斜地崩壊対策事業費の増額、昨年度開校しまし
た林業アカデミーにおける実習棟の建設等に取り組む予算としております。
　商工費は、日南町観光協会によるさらなる観光資源化を目指すこととし、チャレンジ企
業支援事業においても、制度の拡充等により前年比１．６％の増額としておるところであ
ります。
　土木費は、平成３０年の７月豪雨、台風２４号により、町内の道路や河川、農地等の災
害復旧工事に注力したことによりまして、令和元年度に実施を予定した事業がやむなく繰
り越しとなるものが多いことから、道路新設改良事業等は実施可能な最小限の額としてお
ります。これによりまして前年比２．５％の減額予算を計上しています。
　消防費は、デジタル防災行政無線の完成により前年比５５．８％の減額としましたが、
年次計画による消防可搬ポンプ及び消火栓の更新に加えまして、有事の際の備えとして給
水タンクの購入など、住民の暮らしと安全を守る取り組みは引き続き行うこととしている
ところであります。
　教育費は、文化センター施設改修や北の原駐車場整備事業等の大型ハード事業の減によ
りまして１６．９％の減額としております。次世代を担う人材育成の推進をするため、新
たに教育委員会内にコミュニティ・スクールの担当専門監の１名配置や、また日野郡３町
が連携した公設塾の展開、小・中学校の児童生徒の給食一部補助金等、きめ細やかな教育
施策を実施する予算としておるところであります。
　災害復旧費は、万一の災害に備えた最小限の予算とし、前年比６６．８％の減額として
おります。
　なお、特別会計は、４ページ、予算総額を計上しておりますけども、国民健康保険会計
は、引き続き保険税を据え置きながら財源不足分を基金で補う予算としておりますし、健
診の受診率アップに向けた取り組みを行いたいと思います。介護サービス事業会計は、日
南福祉会と連携して、さらなるサービスの向上と経営の効率化を図ります。また、介護保
険会計、後期高齢者医療会計は、介護保険制度、後期高齢者医療制度の安定運用に向けた
予算を確保したところであります。再生可能エネルギー発電事業会計は、安全かつ安定的
な運営を目指した予算としております。簡易水道事業会計及び水道事業会計は、公営企業
会計法にのっとりさらなる経営の安定化を目指していきます。病院事業会計につきまして
は、電子カルテ等医療機器の更新による医療サービスの向上、職員用賃貸住宅の建築によ
るスタッフの確保に努め、経営安定化に努める予算としておるところであります。
　以上が概要を申し上げたところであります。
　なお、４ページには、先ほども言いましたけども、全会計の合計を示しておるところで
あります。日南町の全ての会計の合計が、２年度におきますと１０４億８，９１１万
６，０００円でありまして、前年度よりも９億８，１９２万５，０００円の減額、
８．６％の減というふうに示しておるところであります。
　５ページには歳入を、先ほど申しましたところを示しておりますし、ただ、５ページの
ほうの下段にはグラフを載せておりますけども、見た目では地方交付税がたくさんになっ
ておるとこがありますけども、これは構成比でありますので同じ金額で、先ほども言いま
したように、載せておるところであります。



　６ページには歳出の目的別を示しておりますし、７ページには歳出の性質別を載せてお
りますのでごらんをいただきたいと思います。
　８ページには性質別の歳出明細を載せております。特に賃金、皆減でありまして、その
分、会計年度職員のほうにシフトしておるところであります。
　９ページには、見方がちょっと悪いかもしれませんけども、縦のところが性質別で、横
が目的別、款別になっておりますので、またごらんをいただきたいと思っております。
　１０ページには前年度予算との比較を、１１ページ、１２ページ等々に示しております
ので、またごらんをいただきたいと思います。１２ページにも前年度の比較、一般会計性
質別を載せておりますので見てやっていただきたいと思います。
　１３ページには予算の給与の一覧を、この部分は、下にも書いておりますけども、会計
年度任用職員を除くとしておりますので、参考にしてやっていただきたいと思います。
　１４ページ上段には、交付税と町債残高の推移というところでグラフを示しております
ので見てやっていただきたいと思いますし、１４ページ、１５ページには普通会計の基金
の残高、あわせまして全体の状況について示しておるところであります。
　１６ページには普通建設事業費の、ちょっと字が小さくて大変だと思いますけども、一
覧を載せておりますし、最後のページには過疎債ソフトの事業の一覧を示しておるところ
であります。
　以上、説明を終わりたいと思いますけども、御審議の参考にしていただきまして御承認
いただきますように、私からの説明を終わりたいと思います。よろしくお願いいたしま
す。
○議長（山本　芳昭君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。私のほうからは、先ほど町長から提案があ
りました議案第３２号の一般会計予算の中で、２条、３条のほうで載せております債務負
担行為、地方債について改めて説明をさせていただければと思います。予算書のファイル
の７ページのほうに、第２表ということで債務負担行為を示させていただいております。
新年度予算では、この後も一部出てまいる事業もありますけども、就業管理システムを導
入するということで、リース料として後年度負担をお願いするものでございます。限度額
は１，３５６万５，０００円。そして２点目が戸籍情報システムのリースでございます。
限度額は８７０万円。出納室のＯＣＲ装置及び接続端末リースにつきましては６２０万
円。それぞれ長期の契約としたく、債務負担をお願いをするものでございます。
　続きまして、次のページ、８ページに参りますが、地方債、第３表でございます。こち
らにつきましては、新年度事業で起債を発行して事業に充てるものにつきまして、各事
業、メニューごとに記載をしております。令和２年度は緊急防災・減災事業として６４０
万円。なお、起債の方法、利率、償還の方法については見ていただいたとおりでございま
すし、各メニューとも同様でございます。緊急自然災害防止対策事業債５，４５０万。こ
ちらは先ほど補正の部分でも説明しましたが、小規模急傾斜の事業等に活用いたします。
災害復旧事業１，４００万、過疎対策事業７億９６０万、過疎地域自立促進特別事業、い
わゆる過疎のソフトですが１億５，１４０万円、臨時財政対策債として８，７８７万
１，０００円を見込み、合計１０億２，３７７万１，０００円の起債発行を見込んでおり
ます。先ほどの説明にもありましたが、元年度と比較して７億以上の減額ということにな
ってございます。
　一般会計についての追加説明は、以上で終わらせていただきます。
　続いて、私のほうから、令和２年度の当初予算の附属説明資料の中で、一番最後のとこ
ろに新規事業を９事業ほどまとめて調書をつくっております。こちらについて簡単に説明
をさせていただきたいというふうに思っております。ページは１４７ページからでござい
ます。
　まず最初に、総務課でございますが、一般管理事務の中で就業管理システムの導入とい
うことでお願いをするものです。こちら、先ほど債務負担のほうでもお話をしましたが、
事業費としましては令和２年度執行分は２４万１，０００円ということで、一般財源をお
願いするものでございます。ただし、一番下に特記事項として記載をしておりますが、
１０年間リースとして総額では１，３８０万６，０００円を見込んでおるとこでございま
す。目的としましては、職員の勤怠管理を直接的に行うことで、業務の効率的な遂行を目
指すということでございます。
　現状、課題というところにおきましては、従来、現在は職員の勤務管理については、タ
イムカードを打つというふうなことで紙ベースでの様式を使っております。また、休暇や
時間外命令も紙で全て行っておるということで、こちらについて、いわゆるカード方式で
出退管理をする、またはシステム上で、休み、それから時間外の申請もするというふうな
方式のシステムを導入をしたいということです。そういったことができてないということ



が課題。もう一つは、休暇の取得状況や時間外勤務の状況が日々確認ができない、月締め
で確認する、年締めで確認するというふうな状況であるというふうなこと、それに対応す
るためにシステムを入れて、いわゆる上司、管理監督者が日々の職員の勤務状況が確認で
きる、リアルタイムで確認できるというふうなシステム化をしたい。あわせまして、給与
の支払い、時間外手当の計算であるとか、各種申請の事務あたりを、電子化することで事
務の負担の軽減を図りたいということでございます。
　続きまして、１４８ページ、企画課でございます。青年結婚・ＵＩターン促進事業、空
き家等リノベーション創業支援事業でございます。令和２年度、予算を５００万、一般財
源を見込んでおります。
　目的は、誘客を目的とした空き家等のハード整備を支援するということでございます。
目的、大きく４つ書いてありますが、空き家等の利活用を進める、観光面での収入をふや
す、関係人口をふやす、ＵＩターンの促進に資するというふうな目的を持っております。
　現状と課題ですけども、現在、古民家等の空き家を利用した民泊や飲食店などが全国的
には開業しておる状況ですけども、日南町ではなかなかそのような、投資の面も含めて大
きな動きがない、または、観光で食べていくような、なかなか町にはなり切れてないとい
うことで、そこら部分への投資がなかなか進まないというところで、一歩前に踏み出して
いただくための支援を行うための補助の制度をつくりたいということで、解決策のとこに
書いてありますが、空き家を活用したハード整備に２分の１の補助金を用意したいという
ことです。あわせて、国や県の補助金がとれる場合は、それの補助裏に対しても活用でき
るという制度づくりとしたいということでございます。効果なり将来の見通しにつきまし
ては、書いてございますとおり、１年１件以上、３年間で３件以上の、いわゆる開業を目
指した取り組みとしたいということでございます。
　続きまして、１４９ページ、福祉保健課のがん検診事業。県と連携して行う胃がん対策
事業、ピロリ菌検査に対する助成でございます。こちらにつきましては、２年度予算計上
額１３８万３，０００円の、ほぼ半額を県のほうで見ていただくような事業の組み立てを
しております。ピロリ菌の検査をすることによって、胃がん対策という、早期発見、発症
リスクの低減等というふうなことを目指して、胃がんによる死亡率の減少につなげるとい
ったことが目的でございます。
　現状、課題としましては、やはり胃がんの検診率が低いという現状、これに対応するた
めに、鳥取県のほうが胃がんの検診対策としましてピロリ菌検査というのをセットでやっ
ていくことで、やはりピロリ菌見つかって胃がん対策に進んでいくというふうな道筋を開
いていくという意味合いで助成制度をつくられております。こちらのほう、町としても相
乗りをしまして、解決策のとこに書いてございますけども、対象者を２０歳から６５歳と
いうふうなことで、過去に検査を受けたことのない方に対する検査の助成です。血液検査
ということでございます。胃がん検診の受診の際に、１回のみ受けていただくことができ
るという制度でございます。これによりまして、ピロリ菌の早期発見、除菌につながるよ
うな取り組みが胃がん対策に効果があるというふうに考えておるとこです。
　続きまして、１５０ページ、農林課でございます。林業一般管理事務でございます。こ
ちらは、サクラクレパスのオリジナル商品の開発ということで、ＦＳＣと林業振興事業の
一環で行うものです。こちらにつきましては、御存じのとおり、佐武会が本年度末で解散
をされるというふうなことで、町長のほうも先般、サクラクレパスの本社に行かれて、今
後のつながりをまたお約束もしたとこでございますけども、そういったところも一つの契
機としまして、クレパスと日南町の資源を活用した、少しぜいたくなクレパスをつくって
いきたい。クレパス自体はサクラさんのものですけども、入れ物について、日南町の木を
使ったものとして商品化をして、ブランドづくりを進めていきたいということでございま
す。これを御縁にして新たな関係人口や交流人口につなげていく、ブランドを上げていく
ということが目的となっております。予算額は、６０万を見込んでおりますが、財源とし
ては、佐武会様からの寄附金というふうなものを充てる予定としております。
　続きまして、１５１ページ、農林課です。山村振興一般対策事務、ゆきんこ村の芝生化
事業でございます。令和２年度、１８３万円、一般財源で予定をしております。
　目的としては、町内の施設の魅力化ということでございます。現状としまして、特にゆ
きんこ村につきましては、施設も長年が経過をして、施設の老朽化、それによります宿泊
者、レストランの利用者も減少ぎみである。そういった中で、何か１つ魅力的なものはつ
くっていきたいということで、日本サッカー協会が行うグリーンプロジェクトにのりまし
て、ポット苗方式で芝生化を図っていきたいということで、芝生自体は無料でいただける
もの、施工もボランティアを集めてやっていくというふうなことで、かかる経費としまし
ては、いわゆる肥料、それと冬場に冬用の芝を若干補給をしないといけないようです。そ
れと、ワイヤメッシュにつきましては、イノシシの侵入防止というふうなことも含めて考



えております。そういったもので、ゆきんこ村のグラウンドを芝生化をしていきたいとい
うことで考えております。予算査定の中でも、複数の芝生化の要望、お話が出ておりまし
たけども、当面１カ所、試験的にやってみて、今後広げていきたいというふうな考え方で
ございます。
　農林課、続きまして、林業アカデミー実習棟建築工事の設計施工監理と工事の費用でご
ざいます。４，７５０万、過疎債を充てさせていただく予定です。こちらについては、土
屋の環境林の事務所に隣接する倉庫がございますけども、そちらを改築をいたしまして、
実習棟としたいというものでございます。
　現状のほうにも書いてございますけども、現在、実際、伐倒の練習機でありますとか、
それから、マシンのメンテナンスをするようなところが現場ではなかなかないというふう
なこと、それを解決するために実習棟を建築をしたいということでございます。建築工事
費の予定は４，３６０万、木造を想定をしております。設計監理委託費として、３９０万
ということで、アカデミーの機能充実というふうなことを図っていきたいということでご
ざいます。
　続いて、１５３ページ、教育課。日野郡のふるさと教育の推進事業でございます。令和
２年度、８１４万８，０００円、一般財源で向かいます。こちらについては、これまでい
ろいろ情報提供もさせていただいておりますけども、いよいよこの４月から公設塾を設置
をして、高校生に対するふるさと教育を日野郡３町で行っていくという取り組みでござい
ます。
　経費の中身につきましては、塾講師を各町で１人ということで、日南町でも１人採用さ
せていただいた上で、ふるさと教育の協議会、それからコーディネーターを３町でお一人
配置をするための、それぞれ負担金というふうな事業の組み立てをしております。
　公設塾の中身につきましては、解決策のとこにも書いてございますとおり、いわゆるキ
ャリア教育、それと課題解決型学習、基礎学力の支援、そして地域とのつながりをつくる
というふうなところを目的とした塾としたいということでございます。
　続いても教育課でございますが、学校給食運営事務、日南町の学校給食費の補助でござ
います。令和２年度予算が１０４万２，０００円ということで、一般財源でございます。
こちらにつきましては、先般からメディアでも取り上げられておりますが、給食の食材費
の上昇に伴う負担がなかなか厳しくなってきております。そういった中で、町としまして
は、負担を増大せずに給食の質の維持を図っていきたいということで、米代に相当する部
分について、町で金銭的支援を行うということでございます。それのための予算を１００
万円、今回計上させていただいております。
　最後に、１５５ページ、病院事業でございます。病院施設改良事業、病院の職員の単身
者用の住宅の建設事業でございます。設計・工事費として４，５５４万円、病院事業債の
ほうで向かう予定でございます。こちらにつきましても、全協等でこれまで御説明をさせ
ていただいておりますとおり、令和３年度以降の、いわゆる職員の新規採用、町外からの
方を中心とした新規採用をにらんだ住宅の整備をやっていきたいということでございま
す。解決策のほうに、どういう計画かということは書いてございます。御確認いただけれ
ばというふうに思っております。
　以上、新規事業につきまして説明をさせていただきました。終わります。
○議長（山本　芳昭君）財原課長、簡易水道事業関係、よろしいですか、説明。
　財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）そうしますと、事業会計のほうにつきまして、町長の説明を
補足いたします。
　予算書ファイル１６７ページ、タブレットのほうですが。最初に、議案第３８号で日南
町簡易水道事業会計の予算を説明いたしましたが、２年度の業務量の予定量としましては
施設の維持管理のみということで、大きな建設改良の予定はございません。
　事業費の明細につきましては、１８４ページの予算の見積書をごらんいただければと思
います。最初に、収益的収入と支出で、簡易水道事業収益のうち営業収益としましては、
水道使用料６，８３０万円、実績見込みですが、前年度予算額から比較しますと１０５万
９，０００の減額となっております。それに手数料、雑収益を加えまして、営業収益とし
ましては６，８５０万９，０００円を見込んでおります。営業外収益としましては、預金
の利息、それと一般会計からの業務費の繰り入れとしまして５２７万７，０００円、それ
と工事負担金３，２９２万９，０００円、国県補助金１，５７４万９，０００円等々を合
わせまして、営業外収益を９，２７８万７，０００円を見込んでおります。
　支出のほうにつきまして、簡易水道事業費用の内訳としまして、営業費用の１億
３，２３６万円の内訳としまして、原水及び浄水費として、施設の施設電気料、滅菌剤、
薬品代、それと滅菌器の修繕を５０万円ほど見ております。また、恒常的な施設管路の修



繕費として５１０万円を見込んで、１，２８６万２，０００円としております。配水及び
給水費としましては、施設の電気料と、減圧弁を３基修繕１０６万円、それと緊急修繕分
として１６９万３，０００円、合わせて３４０万１，０００円を見込んでおります。総係
費としましては、事務費相当としまして２，４２３万９，０００円を計上しております。
　また、あと減価償却費としまして、タブレットの１８８ページに有形固定資産の明細を
添付しておりますが、令和２年度には９，１８５万８，０００円を計上しております。営
業外費用としましては、償還金の利息１，０１８万７，０００円、特別損失としまして６
万円等々を見込んでおります。
　資本的収入支出につきましては、収入のほうにつきましては損益勘定保留分の資金補填
となりますが、支出のほうとしまして、企業債の償還金として６，８８２万９，０００円
を見込んでおります。
　これらの予算計上額にあわせまして、タブレットでいけば１７０ページに簡易水道事業
会計の予算実施計画書、それと１７２ページに予定キャッシュフロー計算書、１７３ペー
ジに給与費明細書、それと１７８ページに予定貸借対照表の期末、令和３年３月３１日の
見込みを上げております。
　続きまして、議案３９号で提案いたしました下水道事業会計の予算であります。タブレ
ットでいけば１８９ページからになります。下水道事業会計の令和２年度の予定といたし
ましては、処理場建設改良事業、合併浄化槽の新設として、５基分を想定して８７０万円
を計上しております。また、公共工事の支障移転への緊急対応として２５０万円、建設改
良としてはこの２件になります。
　予算の見積書は、タブレットの２０８ページからお示しをしております。下水道事業会
計の収益的収入、まず、下水道事業会計の収益の収入としまして、営業収益として下水道
使用料は７，４８１万１，０００円を見込みまして、前年度から２５万８，０００円の減
としております。営業外収益は、一般会計からの業務費の繰り入れ、国県補助金、それと
一般会計の公債費の繰り入れとして、合わせて営業外収益が１億９５５万１，０００円を
見込んでおります。
　支出のほうは、２０９ページからになります。営業費用としまして、ポンプ場費、処理
場の維持管理費、総係費の事務費相当額、それと減価償却費につきましては固定資産の明
細書を２１３ページに添付しておりますが、減価償却費としまして７，５２５万
９，０００円を上げて、営業費用との総額は１億５，２８７万３，０００円としておりま
す。
　資本的収入及び支出につきまして、収入側は、企業債といたしまして建設改良の起債相
当分５４０万円、それと特定建設費、合併浄化槽等の建設費の繰入金として４３万円、循
環型社会形成推進交付金、国からの交付金が１８４万円等あります。また、移転工事に伴
う補償費として１００万円等々を見込みまして、資本的収入の総額は１，３６０万
４，０００円を予定しております。
　また、支出のほうにつきましては、資本的支出としまして、冒頭、公共工事の移転工事
に伴う緊急対応相当分として２５０万円、委託料と工事費を合わせて２５０万円、それと
浄化槽の新設５基に対しまして８７０万円、建設改良費としまして１，１２０万円を見込
んでおります。また、町債元金の償還金として７，３０９万９，０００円、貸付金は、集
落排水の設備工事に伴う資金の預託金としまして、今年度も３７０万円、資本的支出につ
きまして８，７９９万９，０００円を計上しております。
　先ほどと、簡易水道事業会計と同じではありますが、１９３ページに、それに伴う実施
計画書、キャッシュフロー計算書、給与費明細書、予定貸借対照表を添付しておりますの
で、詳細はごらんください。以上です。
○議長（山本　芳昭君）続きまして、福家病院事務部長。
○病院事務部長（福家　寿樹君）それでは、令和２年度の日南町病院事業会計の当初予算
について説明申し上げます。タブレット２１４ページからでございます。御確認くださ
い。
　業務の、まずこの事業の算出根拠になりました、いわゆる業務の予定量ですが、年間の
患者数を、入院が年間２万２４０人、１日当たり５５．５人と踏んでおります。外来は２
万７，５８８人、１日当たり１０８．８人と見込んでおり、これにより、第３条、収益的
収支は予算総額を１１億７，４８１万と、前年度予算に比べまして１，５５４万
２，０００円の増としております。
　総収益の内訳が、医業収益が６億７，８９７万１，０００円で、ほぼ、これは前年並
み、前年度の当初並みにしておりまして、医業外収益も３億３，３６５万４，０００円
で、これは前年度並み。介護サービス収益が１億５，７１７万２，０００円で、これは
１，２２５万円の増加としております。総費用のほうですが、医業費用が１１億



６，３００万３，０００円で１，７８３万７，０００円の増加、この中には、債務負担行
為として既に御承認いただいております経営コンサルティングの委託料３６０万円を含ん
でいるところでございます。
　医業外費用につきましては１，１５０万７，０００円で、２２５万５，０００円減少と
しております。
　次に、資本的収支予算のほうですが、総収入が２億８，８６９万３，０００円、総支出
が３億７，６５１万９，０００円とし、この不足する８，７８２万６，０００円は、過年
度分留保資金で補填するものでございます。前年度と比べ、資本的収支の予算規模がかな
り大幅に増加しております。これは、先ほど来の御説明の中でもあります電子カルテシス
テムが１０年を超えまして、全面的な更新の費用、これを２億９６７万５，０００円、そ
れから単身者用の住宅の建設費、これを整備費として４，７２４万円計上しているための
ものでございます。
　そのほかには、予算、第１４条の重要な資産の取得としても記載しておりますが、眼底
カメラシステム、これもシステム、かなり古いものでもございまして、今回のシステムの
更新と附帯している部分でもございます。あと、臨床検査システムですね、こういったも
の。眼底カメラ１，０２５万５，０００円、臨床検査システム１，２２０万５，０００
円、これらを計上しております。多額でございますが、どうぞ予算のよろしく御審議をお
願いしたいと思います。失礼いたします。
○議長（山本　芳昭君）以上で提案説明を終了いたします。
　お諮りいたします。ただいま議案となっています議案第３２号から議案第４０号までの
９議案は、審議の都合により、本日は提案説明までにとどめたいと思いますが、これに御
異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、議案第３２号から議案第４０号
までの９議案は、本日は提案説明までにとどめることに決定いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（山本　芳昭君）お諮りいたします。各議案とも熟読していただくため、本日は以
上をもって会議を閉じ、散会にしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（山本　芳昭君）御異議なしと認めます。よって、本日は、これをもって会議を閉
じ、散会とすることに決定いたしました。
　ついては、３月４日の本議会は別に通知をいたしませんので、定刻までには御参集いた
だきますようお願いいたします。長時間お疲れさまでございました。
　　　　　　　　　　　　　　午後４時４９分散会
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


